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基礎看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．植田彩：指導が必要と判断するときの指導者の認識に関する研究―基礎看護実習における指導過程を

分析対象として―．千葉看会誌，１３（１），１１１―１１８，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．大井紅菜，佐藤賀子，内藤菜津子，河部房子，植田彩：健康自主管理支援プログラム参加者の認識の

変化と支援についての一考察．千葉看第１３回学術集会集録，２０―２１，２００７．

３．佐藤賀子，植田彩：脳血管障害後のうつ状態への移行を回避し，うつ状態からの回復過程を促進する

看護援助に関する研究―患者の力の発揮に対する看護者の認識に焦点をあてて―．千葉看第１３回学術集

会集録，２２―２３，２００７．

４．高橋幸子，内藤菜津子，丸茂美智子，植田彩，小坂直子：ターミナル期にある対象の主体性を支える

看護援助に関する研究．千葉看第１３回学術集会集録，２４―２５，２００７．

５．丸茂美智子，北嶋祥子，植田彩，高橋幸子：看護学生の基礎看護実習におけるセルフケア支援の特徴．

千葉看第１３回学術集会集録，２８―２９，２００７．

６．河部房子，植田彩，高橋幸子，内藤菜津子，大井紅菜，山本利江：良導絡測定を組み込んだ健康自主

管理過程の特徴に関する研究．第５９回日本良導絡自律神経学会学術大会抄録集，２４，２００７．

７．佐藤賀子，植田彩，丸茂美智子，高橋幸子，内藤菜津子，郭暁東，坂本知子，小坂直子：救貧院病院

における看護の実現に向けたナイチンゲールの構想～解決策を導くF.Nの思考のプロセス～．ナイチ

ンゲール研究学会第２８回集録，２５―３５，２００７．

８．赤沼智子，藤田水穂，高橋幸子，小宮山政敏，野田勝二，根本敬子，岩崎寛，大釜敏正，渡辺敏：緩

和ケア病棟においての園芸療法の実施が看護師の仕事上のストレスに与える影響．第２７回日看科会学

術集会講演集，１６５，２００７．

９．植田彩，辻村真由子，岡本有子，園田芳美，松浦志野，望月由紀，石垣和子：国内文献にみられる排

泄に関する看護過程のメタ統合―身体性に着目して―．第２７回日看科会学術集会講演集，３７５，２００７．

１０．Ogino M., Mori E., Teshima M., Yamamoto T., Sakai I., Takahashi K. & Yoshida C: Development

and evaluation of a nursing ethics educational program for graduate schools.１０th East Asian Forum

of Nursing Scholars Annual Conference,６８,２００７.

１１．Yoshida C., Mori E., Teshima M., Sakai I.,Yamamoto T., Ogino M., & Takahashi K.: Ethical issues in

nursing management: critical care in Japan. International Council of Nursing Conference ２００７,

ICN CD―ROM, C７４５―B,２００７.

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１２．松浦志野，石垣和子，辻村真由子，植田彩，岡本有子，園田芳美，望月由紀，吉永亜子，高橋久一

郎：看護実践における身体性を考える．千葉看会誌，１３�，１２８―１３３，２００７．

１３．河部房子，山本利江，高橋幸子，和住淑子，青木好美：当事者参加を取り入れた看護過程展開の演習

の企画・実施報告．千大看紀要，２９，４３―４８，２００７．

１４．宮�美砂子，山本利江：学士課程看護基礎教育のカリキュラム改革―３年に及ぶ取り組み経過とその

成果・課題．千大看紀要，２９，４９―５４，２００７．

１５．森恵美，手島恵，酒井郁子，吉田千文，荻野雅，山本利江：千葉大学看護学部における日本文化を反

映した看護倫理教育の先駆的試み．千大看紀要，２９，６１―６６，２００７．

１６．吉本照子，岡田忍，山田重行，緒方泰子，根本敬子，河部房子，石垣和子，竹内比呂也，土屋俊，武

内八重子，今田敬子，奥出麻里：日本における看護文献提供環境の改善に関する検討会．千大看紀要，

２９，７３―７４，２００７．
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１７．河部房子，植田彩，高橋幸子，内藤菜津子，北嶋祥子，斉藤しのぶ：Ｆ. ナイチンゲールの著作から

認識を探る研究方法論に関する学び―ナイチンゲール研究学会第２７回研究懇談会発表を振り返って―．

綜合看護，４２（１），５―１６，２００７．

〔研究状況〕
当教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展

を目指した教育・研究活動を一貫して行なっている．

看護学独自の研究方法論に関するこれまでの研究成果を活用し，植田は，基礎看護実習における指導過

程の分析から，指導者が指導が必要と判断するときの認識の特徴を明らかにし，原著論文としてまとめた

（１）．また高橋は，ターミナル期にある対象の主体性を支える看護援助（４）について，丸茂は，基礎

実習後の学生の記録の分析から，基礎実習において看護学生が行った患者へのセルフケア支援の特徴を明

らかにした（５）．

看護技術教育に関する研究も進行中である．河部は，当分野が数年来に渡り継続して実施している，喉

頭摘出者の参加を組み込んだ看護過程展開演習について実践報告を行った（１３）．

COEサブプロジェクトＤ「身体機能調整」の一環として取り組んでいる健康自主管理支援システムの

開発も継続して行っている．今年は，東洋医学を基盤とする診療所に通院している患者を対象に健康自主

管理支援プログラム企画・実施し，プログラム参加者の認識の変化と変化をもたらした支援について明ら

かにした（２）．また，モニタリング・フィードバック指標としての良導絡の有効性（６）について学会発

表を行った．さらに植田は，看護における「身体性」概念のまとめに参加し（１２），排泄の看護援助に関

する国内文献を元にメタ統合し，身体性について考察した（９）．山本は，サブプロジェクトＧ「日本型

倫理的推論の特徴と看護基礎教育」の成果を報告した（１０，１１，１５）．

ナイチンゲール看護論を学問的に追究する研究も継続して行なっている．河部らは，昨年の研究発表で

の質疑応答を受け，Ｆ. ナイチンゲールの著作から認識を探る研究方法論に関して考察を加えた（１７）．ま

た植田らは，『救貧院病院における看護』の読み取りを行い，解決策を導くＦ. ナイチンゲールの思考の

プロセスを分析し，発表した（７）．

この他に山本は，学士課程看護基礎教育のカリキュラム改革についての成果を報告した（１４）．

看護教育学教育研究分野

〔原 著〕
１．中谷啓子，本郷久美子，松田安弘，舟島なをみ：学生が知覚する看護師のロールモデル行動に関する

研究．東海大学短期大学紀要，４０，１３―２１，２００７．

２．吉富美佐江，舟島なをみ：新人看護師を指導するプリセプター行動の概念―プリセプター役割の成文

化を目指して―．看護教育学研究，１６（１），１―１４，２００７．

３．芳我ちより，舟島なをみ：学生間討議を中心としたグループ学習における教授活動の解明―看護基礎

教育において展開される授業に焦点を当てて―．看護教育学研究，１６（１），１５―２８，２００７．

４．山下暢子，舟島なをみ，中山登志子，吉富美佐江：実習目標達成を導く教授活動の構造―「看護学実

習教授活動理論」の開発に向けた仮説の導出―．看護教育学研究，１６（１），２９―３７，２００７．

〔学会発表抄録〕
５．Miura H., Funashima N.: The construction of theoretical framework for identifying peculiar culture

of Japanese hospital nurses.２０th Pacific Nursing Research Conference,１１９,２００７.

６．Miura H., Funashima N., Sugimori M., Suzuki S., Yokoyama K: The Relationships between nurses’

perception of quality of home health care and their attributes in Japan.１８th International Nursing

Research Congress, Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing, CD―ROM,２００７.

７．Kameoka T., Miyashiba T., Funashima N., Sugimori M., Miura H., Yokoyama K.: Quality of teaching

behaviors of nursing faculty in nursing skills laboratories in Japan.１８th International Nursing Re-
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search Congress, Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing, CD―ROM,２００７.

８．山澄直美，亀岡智美，舟島なをみ：看護学教員対象の継続教育に関する研究の動向―国内文献の分析

を通したFDのための課題検討―．日看研誌，３０（３），１１０，２００７．

９．亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，村上みち子：FDの企画運営に携わる看護学教員が直面してい

る活動上の問題．日看研誌，３０（３），１１２，２００７．

１０．三浦弘恵，舟島なをみ：教育ニードアセスメントツール―保健師用―の開発．日看研誌，３０（３），１３７，

２００７．

１１．神田尚子，吉富美佐江，野本百合子：学生が知覚する卓越した看護．第３８回日看学会抄録集（看護教

育），７２，２００７．

１２．永野光子，三浦弘恵，舟島なをみ，松田安弘：Ｄ県内に勤務する看護学教員の教育ニード・学習ニー

ドの現状．第３８回日看学会抄録集（看護教育），８９，２００７．

１３．吉富美佐江，舟島なをみ：プリセプターの役割遂行状況自己評価尺度の開発―信頼性・妥当性の検証―．

日本看護学教育学会第１７回学術集会講演集，１８２，２００７．

１４．中山登志子，舟島なをみ：学習活動自己評価尺度―看護学実習用―の開発．日本看護学教育学会第１７回

学術集会講演集，１８４，２００７．

１５．宮芝智子，舟島なをみ：看護技術演習における学習の最適化に必要な教授活動―目標達成場面・未達

成場面の学生・教員間相互行為を構成する要素の比較―．看護教育学研究，１６（２），１４―１５，２００７．

１６．中谷啓子，村上みち子，舟島なをみ：養護教諭が知覚する養護教諭のロールモデル行動，日本教育学

会第６６回大会講演集，２９０―２９１，２００７．

１７．山澄直美，三浦弘恵，舟島なをみ：わが国における在宅看護の質の現状―在宅看護に従事する看護職

者への継続教育の課題検討に向けて―．第３８回日看学会抄録集（地域看護），９，２００７．

１８．三浦弘恵，舟島なをみ：病院・診療所における院内教育の限界―Ｄ県看護協会施設会員に焦点をあて

て―．第３８回日看学会抄録集（看護管理），２０，２００７．

１９．Miyashiba T., Funashima N.: Learning behavior of students in nursing skills laboratories: qualitative

evidence to support faculty development in Japan.３９th Bienial Convention, Sigma Theta Tau In-

ternational Honor Society of Nursing, CD―ROM,２００７.

２０．Nakayama T., Kameoka T., Funashima N., Hongo K., Miura H., Yamashita N., Sugimori M.: Quality

of clinical teaching behaviors of nursing faculty in BSN and ADN programs in Japan: A secondary

analysis.３９th Biennial Convention, Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing, CD―

ROM,２００７.

２１．Funashima N., Hongo K., Kameoka T., Miura H., Yamashita N., Gorzka P., Nakayama T., Sugimori

M.: A cross―cultural research: Role model behaviors of nursing faculty in the United States and Ja-

pan, toward enriching faculty development【Symopsium】.３９th Biennial Convention, Sigma Theta

Tau International Honor Society of Nursing, CD―ROM,２００７.

２２．吉富美佐江，舟島なをみ：新人看護師を指導するプリセプターの役割遂行状況．第２７回日看科学術集

会講演集，１７０，２００７．

２３．山澄直美，亀岡智美，舟島なをみ：看護学教員対象の継続教育に関する海外の研究内容の分析―FDの

ための課題検討に向けて―．第２７回日看科学術集会講演集，３２２，２００７．

２４．中山登志子，舟島なをみ，山下暢子：看護学実習に取り組む学生の学習活動の質の現状．第２７回日看

科学術集会講演集，３２４，２００７．

〔単行書〕
２５．舟島なをみ：質的研究への挑戦．第２版，医学書院，２００７．

２６．舟島なをみ編著，三浦弘恵著：院内教育プログラムの立案・実施・評価―「日本型看護職者キャリア・

ディベロップメント支援システム」の活用―．医学書院，２００７．

〔報告書〕
２７．舟島なをみ：看護継続教育支援システムの開発．平成１５年度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研
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究（Ｂ））研究成果報告書，２００７．

〔総説・その他〕
２８．舟島なをみ：千葉大学２１世紀COEの一成果「日本型看護職者キャリア・ディベロップメント支援シ

ステム」普及に向けたサテライト拠点の創成．看護展望，３２（３），３７―３９，２００７．

２９．三浦弘恵，舟島なをみ：異文化間共同研究の遂行に向けた成果発信と国際活動の展開―千葉大学２１世

紀COEプログラムの一環として―．看護教育，４８（４），３５４―３５７，２００７．

３０．舟島なをみ：院内教育と看護管理．千葉大学２１世紀COEプログラムワークショップ「魅力的な院内

教育プログラムの実現」抄録集，３―４，２００７．

〔研究状況〕
次の９領域に寄与する研究活動を展開した．

�看護教育学研究のための研究方法論洗練：看護概念創出法をはじめとする質的研究の方法論を過去８年

間活用する過程でさらに洗練を加え，研究の実例を提示して明らかにし，出版（２５）した．

�看護学教員の発達支援に向けた課題の検討：国内外の看護学教員対象の継続教育に関する研究の動向を

解明（９，２３）し，また，効果的なFDの企画運営を可能にするため，看護学教員の教育ニード・学習ニー

ドの現状（１２）や，FDの企画運営に携わる看護学教員が直面する問題を解明（８）した．

�看護学演習・実習における教授活動の質向上：学生間討議を中心としたグループ学習を支援する教授活

動（３），看護技術演習における教授活動の質（７），看護技術演習における学習の最適化に必要な教授

活動（１５），および看護学実習における教授活動の質（２０）を解明すると共に，実習目標達成を導く教

授活動の構造を表す仮説を導出（４）した．また，看護学教育の対象者である学生理解の促進に向け，

学生が知覚する看護師のロールモデル行動（１），学生が知覚する卓越した看護（１１）を解明した．さ

らに，看護技術演習における学生の学習活動を解明（１９）した．

�看護学実習に取り組む学生の学習活動支援：看護学実習に取り組む学生の学習活動の質を解明（２４）し，

また，看護学実習における学習活動自己評価尺度を開発（１４）した．

�看護学教員が知覚するロールモデル行動の日米比較：日米の看護学教員が知覚するロールモデル行動を

比較し，その成果をシンポジウムとして発表（２１）するとともに，異文化間共同研究の過程を報告（２９）

した．

�看護職者の職業的発達支援：養護教諭の教育ニードアセスメントツールの開発に向け，養護教諭が知覚

する養護教諭のロールモデル行動を解明（１６）した．また，在宅看護に従事する看護職者への継続教育

が抱える課題を明らかにするために，在宅看護の質を解明（１７）した．さらに，保健師の発達支援プロ

グラムの構築に向け，教育ニードアセスメントツール―保健師用―を開発（１０）した．加えて，病院に就

業する看護師特有の文化を解明（５）した．

�看護継続教育プログラムの開発支援：看護継続教育の教育内容体系化に向け，プリセプターの行動を概

念化（２）するとともに，役割遂行状況を解明（２２）し，これを自己評価するための尺度を開発（１３）

した．また，看護師が知覚する在宅看護の質と看護師特性との関係を解明（６）した．

�病院・看護継続教育機関と共働した教育プログラム開発と発信：病院や看護継続教育機関と連携し開

発・検証したキャリア・ディベロップメント支援システム構築の成果として，院内教育プログラムの立

案から実施・評価までの過程を著し，出版（２６）した．また，システムの普及を可能にするサテライト

拠点の創成を提唱（２８）し，病院と共同して開催したワークショップにおいて，成果の一端を紹介（３０）

した．さらに，院内教育の現状を明らかにするため，病院・診療所における院内教育の限界を解明（１８）

した．

	看護継続教育支援システムの開発：医療機関・看護職養成教育機関に所属する看護職者に対する継続教

育の充実に向け，平成１５年から１８年までに，看護師集団・看護学教員集団を診断する測定用具，および

看護継続教育プログラム立案モデルを開発した．以上の研究成果を統合し報告（２７）した．
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機能・代謝学教育研究分野

〔原 著〕
１．Kim T.G. Tochihara Y. Fujita M. & Hashiguchi N.: Physiological responses and performance of load-

ing work in a severely cold environment. International Journal of Industrial Ergonomics,３７,７２５―

７３２,２００７.

〔学会発表抄録〕
２．赤沼智子，藤田水穂，高橋幸子，小宮山政敏，野田勝二，根本敬子，岩崎寛，大釜敏正，渡辺敏：緩

和ケア病棟においての園芸療法の実施が看護師の仕事上のストレスに与える影響．第２７回日看科学学

術集会，１６５，２００７．

３．小野真希子，藤田水穂，山田重行：コミュニケーションにおけるストレス認知の変化と共感の影響．

日本生理人類学会誌，１２（２），４０―４１，２００７．

４．川崎由理，藤田水穂，山田重行：馬脂油の局所投与によるスキンケア効果．日本生理学会大会発表要

旨集，５７，２４４，２００７．

５．川崎由理，藤野葉子，伊藤祐子，西野理英，山田重行：馬脂油の有する皮膚機能改善効果．日看研誌，

３０（３），１００，２００７．

６．高松三智子，山中とき子，廣瀬誠子，神尚子，酒巻裕之，近藤壽郎，平山晃康，田中裕二：口腔外科

手術のイメージと不安の理解を試みて．第３回歯科・口腔外科看護研究会抄録集，９，２００７．

７．田中裕二，根本清次，佐伯由香，増田敦子，美里由紀子，藤田水穂，赤沼智子，根本敬子，石垣和

子：表情刺激が生体に及ぼす影響―自律神経活動および主観的感覚尺度を指標にして―．日本看護技術

学会第６回学術集会講演抄録集，５０，２００７．

８．根本清次，田上博喜，原田亜沙美，吉永尚紀，木下博恵，蔵元恵里子，田中裕二：表情電位のトポグ

ラフィについて．日本看護技術学会第６回学術集会講演抄録集，６７，２００７．

９．吉永亜子，田中裕二：足浴が直腸温変化を介して睡眠を促す作用の検討．日本看護技術学会第６回学

術集会講演抄録集，６８，２００７．

１０．吉永尚紀，藤田水穂，田中裕二，根本清次：消灯時の環境が生理機能に及ぼす影響について．日本看

護技術学会第６回学術集会講演抄録集，５１，２００７．

〔単行書〕
１１．田中裕二：第２部 療養者の日常生活上の援助―高齢者に焦点を当てて，第５章 在宅看護における

フィジカルアセスメント，２．フィジカルアセスメントの実際．渡辺裕子（監修），家族看護を基盤

とした在宅看護論�（実践編）．日本看護協会出版会，２７―１２９，１４４―１４９，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１２．正木治恵，眞嶋朋子，吉本照子，阿部恭子，北池 正，田中裕二，野本百合子，大月恵理子：平成１８

度千葉大学公開講座「看護におけるキャリア開発の方向と成果」．千大看紀要，２９，５５―５９，２００７．

〔研究状況〕
山田（教授）は新しい教育用電子テキスト「研究方法概論」を作製した．また，藤田（助教）とともに

大学院生の研究を指導し，「コミュニケーションにおける共感や感情理解の生理心理的影響に関する研究」

（３），「馬脂油のスキンケアへの応用に関する実験的研究」（４，５）の成果を学会発表した．

田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は消灯時の環境が生

体に及ぼす影響についての研究成果を学術集会で発表した（１０）．新たに歯科領域における共同研究を開

始した（７）．また，在宅看護におけるフィジカルアセスメントに関する単行書の分担執筆に関わった（１１）．

平成１５年度より開始されたCOEのサブプロジェクト「身体機能調整」において，表情の生体に及ぼす影

響（６，８）および足浴が睡眠を促す作用（９）についての研究成果を学術集会で発表した．
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病態学教育研究分野

〔原 著〕
１．岡田忍，岡本有子，高齢者訪問看護における清潔・感染防止の質評価に関する指標開発（第２報）．―

全国の訪問看護師への実態調査―．日本感染看護学会誌，４（１），２７―４０，２００７．

２．小椋正道，矢野久子，村瀬真由美，岡田忍，和田順子，寺島宏，岡本典子，脇本幸夫，下鶴紀之，古

川浩，奥住捷子，溝上雅史，鈴木幹三，訪問入浴における褥瘡患者のMRSA伝播予防策の検討．環境

感染，２２（２），９１―９７，２００７．

〔学会発表抄録〕
３．岡田忍，岡本有子，高齢者訪問看護における清潔・感染防止の質評価に関する指標開発．第７回日本

感染看護学会学術集会講演集，５８―５９，２００７．

４．岡田忍，玉木由子，中川朋子，西尾淳子，鈴木明子：２週間使い捨てコンタクトレンズおよび保存

液・保存ケースの細菌学的汚染と管理方法との関連について．環境感染，２２ Supplement，４３７，

２００７．

５．岡田忍，鈴木明子，西尾淳子，印田宏子：訪問看護ステーション利用者宅におけるペット飼育の実態

について―訪問看護師がみたペット飼育の問題点と利点―．第１１回日本在宅ケア学会学術集会講演

集，１６５，２００７．

６．岡田忍：震災下での入浴に関するインタビューと入浴困難事例に対する看護師の入浴援助についての

文献的検討．千葉大学２１世紀COEプログラム 第４回国際シンポジウム 抄録集，４０，２００７．

７．鈴木明子：手術室における一足制の導入：医療組織文化の観点からの検討，千葉大学２１世紀COEプ

ログラム 第４回国際シンポジウム抄録集，４３，２００７．

〔単行書〕
８．岡田忍（監修）：症状Ｑ＆Ａガイドブック．医学芸術社，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
９．岡田忍：老人訪問看護の質評価指標の開発：ベストプラクティスに基づく評価項目策定および標準化

（研究代表者 石垣和子） 平成１６～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書

p７―２１，２００７．

〔研究状況〕
本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点から感染防止に関する研究を行ってい

る．名古屋市立大学の小椋らが中心になって訪問入浴サービスにおける感染防止対策に関して行った仕事

を論文にまとめ，発表した（２）．２週間使い捨てコンタクトレンズおよび保存液・保存ケースの細菌学

的汚染と管理方法との関連については，保存ケースの乾燥が重要であること，保存液への浸漬に対して抵

抗性のある細菌が存在することを明らかにし，学会で発表した（４）．在宅での感染防止対策についても

継続して取り組んでおり，岡田は昨年度実施した訪問看護ステーションの職員を対象にした質問紙調査の

結果をまとめ，学会発表を行なった（５）．現在は，実際に訪問看護ステーションの利用者宅からの検体

採取を開始し，微生物学な検討を中心に研究を進めている．高齢者のスキンケアに関しては，弱酸性洗浄

剤による洗浄の効果について花王との共同研究の成果をまとめ，現在投稿中である．また，特別養護老人

ホーム職員に入所者のスキントラブルの実態に関するグループインタビューを実施し，その結果にもとづ

いて，弱酸性洗浄剤を使用した場合の費用対効果の検討を計画している．この他，岡田は訪問看護の石垣，

山本らの「高齢者訪問看護の質評価指標の作成」の研究分担者として，清潔と感染防止についての質評価

指標作成のプロセスをまとめ（１，９），全国調査の結果を学会で発表した（３）．また，２年間のナーシ

ングカレッジに連載した症状Ｑ＆Ａに加筆し，代表的な症状のメカニズムに関する解説書を監修した（６）．

COEに関しては，岡田が身体機能調整，鈴木が医療組織文化のプロジェクトに所属し，それぞれ第４

回国際シンポジウムの分科会で発表を行なった（６，７）．
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母性看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．森恵美，石井邦子，林ひろみ：不妊治療後の妊婦における母親役割獲得過程．日本生殖看護学会誌，

４（１），２６―３３，２００７．

２．小澤治美，森恵美：母親役割の自信につながる双子の母親としての体験―生後４～８か月の双子を養

育中の母親を対象にして―．日本母性看護学会誌，７（１），１９―２６，２００７．

３．前原邦江，大月恵理子，林ひろみ，井出成美，佐藤奈保，小澤治美，佐藤紀子，荒木暁子，石井邦子，

森恵美：乳児をもつ家族への育児支援プログラムの開発―出産後１～３か月の母子を対象とした家族

支援プログラムの評価―．千葉看会誌，１３（２），１０―１８，２００７．

〔学会発表抄録〕
４．Mori E.: Motherhood after Infertility in Japan. The XV International Congress of The International

Society of Psychosomatic Obstetrics and Gynecology,１０１,２００７.

５．Ogino M., Mori E., Teshima M., Yamamoto T., Sakai I., Takahashi K. & Yoshida C: Development

and evaluation of a nursing ethics educational program for graduate schools.１０th East Asian Forum

of Nursing Scholars Annual Conference,６８,２００７.

６．Yoshida C., Mori E., Teshima M., Sakai I., Yamamoto T., Ogino M., & Takahashi K.: Ethical issues in

nursing management: critical care in Japan. International Council of Nursing Conference２００７, ICN

CD―ROM, C７４５―B,２００７.

７．Maehara K., Hayashi H., Otsuki E., Ide N., Sato N., Shimasawa J., Ozawa H., Sato N., Araki A., Ishii

K. & Mori E.: Support for New Mothers and Families in Japan: A Group Program at１―４Months af-

ter Childbirth. The８th International Family Nursing Conference abstracts,１３５,２００７.

８．山室充希，石井邦子：計画外妊娠をした妊婦の母親役割準備行動とその影響要因．第２５回千葉県母性

衛生学会，１２，２００７．

９．斎宮有来，石井邦子，高島えり子：出産に立ち会う夫が助産師に求めている基本的ニーズの充足に関

する援助について．第２５回千葉県母性衛生学会，１２，２００７．

１０．陳東，森恵美：初めての子育てに対する親の受けとめ．第９回日本母性看護学会，６４，２００７．

１１．石井邦子，村本淳子，新道幸恵，大井けい子，森恵美，岩間薫，高橋司寿子：看護系大学の統合カリ

キュラムによる助産師教育の実態調査．第４８回日本母性衛生学会学術集会，１５５，２００７．

１２．望月良美，森恵美：働く女性の性周期に応じたセルフケアの実践状況―医療専門職ケースの分析より―．

第４８回日本母性衛生学会学術集会，２２０，２００７．

１３．陳東，森恵美：乳幼児を持つ母親の子育て観と子育てに対する認知的評価の関係探索研究．第４８回日

本母性衛生学会学術集会，２１４，２００７．

１４．村本淳子，新道幸恵，大井けい子，森恵美，石井邦子，岩間薫：４年生大学での助産師教育における

統合カリキュラムの良い点と問題点．第２７回日看科学会学術集会講演集，２０２，２００７．

〔報告書〕
１５．森恵美，手島恵，山本利江，酒井郁子，荻野雅，吉田千文：ワークショップ「アジア文化と看護倫理

教育」報告書，２００７．

１６．前原邦江：乳児をもつ母親への育児支援プログラムの実施と評価―出産後１～３か月の母子を対象と

した初期プログラムについて―．平成１８年度千葉大学２１世紀COEプログラム拠点報告書，２１７―２２１，

２００７．

１７．新道幸恵，村本淳子，大井けい子，森恵美，石井邦子，高橋司寿子，遠藤俊子，渡部尚子，鈴木幸子，

成田伸，佐藤益子，吉澤豊予子，山本あい子：看護系大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の

到達目標に関する研究．科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）研究成果報告書，２００７．
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〔単行書〕
１８．森恵美：第１章 母性看護の基盤となる概念，第４章 母性看護に必要な看護技術．森恵美（編），

系統看護学講座 専門２４母性看護学概論 母性看護学［１］．第１１版．医学書院，２―４７，１３４―１６１，

２００７．

１９．石井邦子：第２章 母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状．森恵美（編），系統看護学講座

専門２４母性看護学概論 母性看護学［１］，第１１版．医学書院，４８―８２，２００７．

２０．森恵美：第６章 不妊女性への看護カウンセリング．上別府圭子，森岡由紀子（編），サイコセラ

ピューティックな看護．金剛出版，８９―１００，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２１．前原邦江，森恵美：“ふれあい”を通して母子相互作用を促す看護介入プログラムの評価―出産後１～

４か月の母子を対象として―．千大看紀要，２９，９―１４，２００７．

２２．前原邦江：産褥早期の授乳場面における母親の発話．千大看紀要，２９，１５―２０，２００７．

２３．森恵美，手島恵，酒井郁子，吉田千文，荻野雅，山本利江：千葉大学看護学部における日本文化を反

映した看護倫理教育の先駆的試み．千大看紀要，２９，６１―６６，２００７．

〔研究状況〕
本教育研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期な

どにある女性の健康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とその

重要なパートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている．

森らは，不妊治療後の妊婦２１名に面接調査し，母親役割獲得過程の予期的段階について研究した結果を

原著論文にまとめて発表した（１）．また，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））による，不妊

治療を受けている女性への看護研究も継続中である．

COEに関する研究においては，母性看護学教育研究分野教員全員がサブプロジェクトＢ（日本文化型

家族支援）に所属し，その成果を発表した（１０，１３，１６，２１）．森は国際学会のシンポジウムに招かれ，

日本における不妊治療後の母親の母性について発表した（４）．また，平成１９年度より，サブプロジェク

ト横断研究として，「乳幼児期の子どもをもつ家族への育児支援プログラムの開発―地域における包括的

家族支援プログラムへの提言―」に取り組み，その研究成果を前原らが原著論文にまとめた（３，７）．

さらに，森はサブプロジェクトＧ（日本型倫理的推論の特徴と看護基礎教育）にも取り組んでおり，そ

の研究成果（６，１５，２３）を発表した．森は，平成１８年度より，共同研究者として文部科学省科学研究費

補助金（基盤研究Ｃ）「大学院看護教育における日本文化を反映した看護倫理教育プログラムの開発」の

研究に着手し，その成果を発表した（５）．

また，平成１７年度より開始した助産師教育カリキュラムについての研究をさらに発展させ，平成１８年度

より，森と石井は，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））「看護系大学の統合カリキュラムにお

ける助産師教育の到達目標に関する検討」（研究代表者：新藤幸恵）にも取り組んでいる．その結果を報

告書にまとめた（１７）．

前原は文部科学省科学研究費補助金（若手研究（Ｂ））を得て「出産後の母子と家族の育児を支援する

継続看護プログラムの開発と実践」を実施継続中であり（２２），平成１９年度から，柏原は文部科学省科学

研究費補助金（若手研究（Ｂ））を得て「母親が困難感を抱く早期新生児の哺乳行動と児の扱いやすさと

の関係」に，高島は文部科学省科学研究費補助金（若手研究（Ｂ））を得て「月経前症候群の女性の症状

を軽減する看護介入プログラムの実用化」に取り組んでいる．

小児看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．中村伸枝，星野美穂，二宮啓子，石井康子，今野美紀，銭淑君：小学校中学年から中学生の生活の満

足度（QOL）質問紙の標準化．日本小児保健研究，６６（５），６８２―６８７，２００７．
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２．中村美和，中村伸枝，荒木暁子：小児がんの子どもと家族に対する症状マネジメント看護援助モデル

の構成概念と介入の枠組み．千葉看会誌，１３（１），４４―５２，２００７．

３．出野慶子，中村伸枝，金丸友，遠藤数江：１型糖尿病をもつ子どものきょうだいの体験―ファミリー

キャンプにおけるきょうだいの話し合いの分析―．千葉看会誌，１３�，５３―６０，２００７．

４．市原真穂，荒木暁子，佐藤奈保，今野美紀，中村伸枝：乳幼児期の重症心身障害児の気管切開に関す

る家族の意思決定．千葉看会誌，１３（１），７７―８４，２００７．

５．Shu Chun Chien, Eric Larson, Nakamura N. & Shio J. Lin: Self―Care Problems of Adolescents With

Type１Diabetes in Southern Taiwan. Journal of Pediatric Nursing,２２（５）,４０４―４０９,２００７.

〔学会発表抄録〕
６．Ichihara M., Araki A., Sato N. & Nakamura N.: Family decision―making in Tracheotomy of infant／
toddler with severe disabilities. International Council of Nursing Conference２００７, ICN, CR―ROM,

２００７.

７．Sato N., Araki A. & Nakamura N.: Mutual Support between parents of infants and preschool chil-

dren with special needs. The８th International Family Nursing Conference,１８８,２００７.

８．Araki A., Nakamura N., Endo K., Ogawa J., Kanamaru T., Ichihara M., Sato N., & Konno M.: Deci-

sion―Making in Tracheotomy of Infants and Toddlers with severe disabilities: Perspectives of both

Families and Professionals. The８th International Family Nursing Conference,１６６,２００７．

９．飯村直子，江本リナ，川口千鶴，中村伸枝，日沼千尋，平林優子：テーマセッション「理事会事業報

告：保育関連職種との連携プロジェクト活動報告（１）」．日本小児看護学会第１７回学術集会講演集，５７，

２００７．

１０．池畑久美子，山崎明子，片山ゆかり，青木久美，市原真穂，荒木暁子：母子入園した母親から見た母

親―看護師関係における看護援助の評価に関する一考察．日本小児看護学会第１７回学術集会講演集，

７２，２００７．

１１．中村美和，中村伸枝，荒木暁子：小児がんの子どもの症状コントロールに影響する看護援助―症状マ

ネジメント看護援助モデル開発に向けて―．日本小児看護学会第１７回学術集会講演集，１１１，２００７．

１２．荒木暁子，市原真穂，佐藤奈保，中村伸枝，今野美紀，金丸友，遠藤数江，小川純子：乳幼児期の重

症心身障害児の気管切開に関する家族の意思決定．日本小児看護学会第１７回学術集会講演集，１５４，

２００７．

１３．中村伸枝，金丸友，出野慶子：糖尿病を持ちながら成長発達する子どもの体験：年少で発症したキャ

ンプ参加者の体験．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１特別号 第１２回日本糖尿病教育・看護学会学術

集会抄録集，２３１，２００７．

１４．宮本沙織，中村伸枝，金丸友：学童後期・中学生の１型糖尿病患児に対するインスリン自己注射部位

の拡大を促す看護支援の検討．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１特別号 第１２回日本糖尿病教育・看

護学会学術集会抄録集，１９９，２００７．

１５．佐藤奈保，荒木暁子，中村伸枝：乳幼児期の障害児をもつ両親の育児における相互協力を促進する看

護援助．家族看護学研究 第１４回学術集会抄録，１３（２），８５，２００７．

１６．中村伸枝，遠藤数江，金丸友，荒木暁子，小川純子，佐藤奈保：幼児をもつ母親の健康への関心・生

活習慣の実態と幼児の食習慣との関連．第５４回日本小児保健学会講演集，２９７，２００７．

１７．荒木暁子，佐藤奈保，市原真穂，今野美紀，仲西江里奈，金丸友，中村伸枝，遠藤数江，小川純子：

乳幼児期の障害児を育てる家族の意思決定における困難とサポート．第５４回日本小児保健学会講演集，

３６９，２００７．

１８．白井丈晶，水野芳子，小川純子，中村伸枝：成人先天性心疾患患者の健康関連QOL―SF３６による評

価―第１報―．第５４回日本小児保健学会講演集，３７１，２００７．

１９．金丸友，中村伸枝：糖尿病をもつ学童後期・思春期の子どもの爪切りの実態．第５４回日本小児保健学

会講演集，２６６，２００７．

２０．水野芳子，中村伸枝，荒木暁子：先天性心疾患の乳幼児をもつ母親の困難間とソーシャルサポートの

変化．第５４回日本小児保健学会講演集，３７４，２００７．
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２１．中村伸枝，小林靖幸：第１２回日本糖尿病教育・看護学会 市民公開講座「健康と生活習慣に目をむけ

よう―新しい時代を生きていく高校生の皆さんへ―」．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１特別号 第１２

回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，７９―８１，２００７．

２２．中村伸枝：１型糖尿病をもつ小児・思春期患者のインスリン注射のセルフケアへの支援．第５回日本

セルフメディケーション学会講演要旨集，１５，２００７．

〔報告書〕
２３．荒木暁子，中村伸枝，遠藤数江：千葉大学２１世紀COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国際

発信拠点―実践知に基づく看護学の確立と展開」サブプロジェクトＢ：日本文化型家族支援 障害の

ある子どもと家族の看護研究グループ企画ワークショップ「乳幼児期の障害のある子どもと家族を支

援する」報告書，１―３８，２００７．

２４．眞嶋朋子，中村伸枝：千葉大学２１世紀COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点―実

践知に基づく看護学の確立と展開」終末期がん看護国際ワークショップ―日本文化を反映した終末期

がん看護実践モデルの作成にむけて―報告書，１―７３，２００７．

〔単行書〕
２５．中村伸枝：２．糖尿病とは，３．学校生活，５．糖尿病予防教育．兼松百合子，天野洋子（編），学

校関係者のための糖尿病児童生徒支援マニュアル～よりよい学校生活のために～．第１版，青山社，

１５―２６，３７―３８，８５―８６，２００７．

２６．荒木暁子：第４章 ５．在宅療養する小児と家族の理解，渡辺裕子（監），家族看護学を基盤とした

在宅看護論．第２版，日本看護協会出版会，１０３―１１２，２００７．

２７．中村伸枝：第２部小児医療心理学全体にわたる問題 第５章児童・思春期の子ども達のヘルスプロ

モーション 心理社会的および環境的アプローチ，マイケル・Ｃ・ロバーツ（編）奥山眞紀子・丸光

惠（監訳），小児医療心理学．エルゼビア・ジャパン，６１―７４，２００７．

２８．中村伸枝：第３部慢性医療状態：研究と臨床の適用 第１７章小児糖尿病の心理学的背景，マイケル・

Ｃ・ロバーツ（編）奥山眞紀子・丸光惠（監訳），小児医療心理学．エルゼビア・ジャパン，２５７―２７２，

２００７．

２９．荒木暁子：第４部発達的，行動的，認知的／情緒的状態 第２７章小児の摂食の問題，マイケル・Ｃ・

ロバーツ（編）奥山眞紀子・丸光惠（監訳），小児医療心理学．エルゼビア・ジャパン，４０９―４２４，２００７．

３０．荒木暁子：第４部発達的，行動的，認知的／情緒的状態 第３０章小児肥満，マイケル・Ｃ・ロバーツ

（編）奥山眞紀子・丸光惠（監訳），小児医療心理学．エルゼビア・ジャパン，４５２―４６５，２００７．

３１．小川純子：気管支喘息，ファロー四徴症，感染性胃腸炎．長谷川雅美，林優子（監），疾患と看護過

程実践ガイド改訂版．第２版，医学芸術社，９６０―９７１，９７２―９８５，９８６―９９５，２００７．

３２．遠藤数江：川崎病，麻疹．長谷川雅美，林優子（監），疾患と看護過程実践ガイド改訂版．第２版，

医学芸術社，９９６―１００７，１００８―１０１９，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３３．金丸友，中村伸枝：糖尿病をもつ学童・思春期の子どものフットケア．日本糖尿病教育・看護学会誌，

１１（１），２８―３５，２００７．

３４．中村伸枝，遠藤数江，荒木暁子，小川純子，金丸友，武田淳子：慢性疾患をもつ学童，青年の食習慣

の特徴．千大看紀要，２９，２１―２４，２００７．

３５．荒木暁子：障害のある乳幼児とその母親の食事場面における相互作用行動の特徴―時間サンプリング

法を用いた頻度分析―，千大看紀要，２９，２５―３１，２００７．

３６．中村伸枝：子どもの食発達を支援する看護の原則．小児看護，３０（７），８５９，２００７．

３７．荒木暁子：ひとり食べの獲得と援助．小児看護，３０（７），８８０―８８３，２００７．

３８．荒木暁子：食事場面における社会的相互作用の発達．小児看護，３０（７），９０４―９０９，２００７．

３９．中村伸枝：【特集 もしもこんな患者さんに出会ったら よくある問題別！療養援助の可能性】家族

にまつわる問題 共働き家庭の小児患者さん．糖尿病ケア，４（１０），５４―５８，２００７
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４０．荒木暁子：【特集 リハビリテーションにおける家族看護】先天障害をもつ子どものリハビリテーショ

ンにおける家族看護．家族看護，５（２），５９―６４，２００７．

４１．竹内幸江，内田雅代，三澤史，駒井志野，大脇百合子，平出礼子，梶山祥子，丸光惠，森美智子，石

橋朝紀子，松岡真里，小原美江，小川純子，野中淳子，石川福江，富岡晶子，佐藤美香：小児がんの

子どもと家族のケア環境．小児がん看護，２，６１―６９，２００７．

４２．三澤史，内田雅代，竹内幸江，駒井志野，大脇百合子，平出礼子，梶山祥子，丸光惠，森美智子，石

橋朝紀子，松岡真里，小原美江，小川純子，野中淳子，石川福江，富岡晶子，佐藤美香：小児がんの

子どもと家族のケアに関する看護師の認識―ケア２９項目の実施の程度と難しさの認識―．小児がん看護，

２，７０―８０，２００７．

４３．小川純子：白血病患児の看護 白血病患児の情報収集ガイド．クリニカルスタディ，２８�，６３８―６４３，

２００７．

４４．小川純子：白血病患児の看護 ケーススタディ 白血病患児の看護．クリニカルスタディ，２８�，

６４４―６５３，２００７．

〔研究状況〕
本年度より佐藤が着任し，障害をもつ子どもと家族の研究が充実した（７，１５）．本教育研究分野の研

究活動として，COEにおいて行ってきた慢性疾患をもつ子どもや緩和ケアを必要とする子どもと家族の

研究の成果を発信（２，１１，１３，２４，２５）した．また，競争的資金を獲得して行っている研究としては，

平成１８―２１年度科研費（基盤研究C，研究代表者：中村）を得た「母親への健康への関心を高め生活習慣

改善を促す支援が，幼児の生活習慣に与える影響」に研究分野全体で取り組んでいる．荒木は，平成１７～

１９年度科研費（基盤研究Ｃ）を得た「乳幼児期の障害児を育てる家族の意思決定を支える支援に関する研

究」を進め，成果を発信し（４，６，８，１２），平成１９年度勇美記念財団在宅医療助成指定公募研究「経

営面から見た訪問看護ステーションの考察―小児の訪問看護の採算性にかかわる要因とケアの実際および

ケアへの満足度―」についての研究に取り組み始めた．小川は，平成１９―２１年度科研費（基盤研究Ｃ）を

得て「Computer Aided Instructionによる小児がんの子どもの治療への主体性を高める疾患別プログラム

の作成」を開始すると共に，小児がんの子どもと家族に関する看護について成果を発信した（４２―４５）．ま

た，遠藤は，平成１９年度科研費（萌芽）を得て「慢性疾患をもつ子どもの成長と骨量の検討」について研

究を開始した．

また，本年度は，それぞれの教員がテキストの執筆や翻訳にも多く参画した（２６―３３）．荒木は，これま

での看護活動や研究成果を生かして子どもの食発達の視点から雑誌の特集を企画すると共に，執筆も行っ

た（３７―３９）．

成人看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．増島麻里子，佐藤�子：乳がん治療後のリンパ浮腫が患者にもたらす苦悩．千葉看会誌，１３（１），８５―
９３，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．岡本明美，眞嶋朋子，佐藤�子：がん術後患者の職場復帰に伴う健康問題解決支援プログラムの開発
に関する研究．第２７回日看科会学術集会講演集，２１３，２００７．

３．阿部三千代，眞嶋朋子：入院中の肺がん患者の呼吸困難の体験．第２１回日本がん看護学会学術集会講

演集，１２０，２００７．

４．久永みゆき，佐藤まゆみ，眞嶋朋子：終末期がん患者の全身倦怠感の体験．第２７回日看科会学術集会

講演集，２１７，２００７．

５．中村英子，増島麻里子，眞嶋朋子：手術を受ける老年期上部消化器がん患者家族が看護師とのコミュ

ニケーションが促進された時に抱いた思い．第２７回日看科会学術集会講演集，２１０，２００７．
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６．Kamma Y., Majima T., Sato M., Masujima M. & Shibata J.: Experiences of Cancer Patients in Crisis

and Nursing Support for the Patients in Japan. Second International Conference Japanese Society

of Cancer Nursing,８０,２００７.

７．Shibata J., Majima T., Sato M., Masujima M., Kamma Y., Sakurai C. & Kosaka M.: The Experiences

of Japanese family caregivers living with cancer patients in end of life. Second International Confer-

ence Japanese Society of Cancer Nursing,６８,２００７.

８．Abe K., Honda A., Kuroda K., Sato M., Akanuma T. & Sato R.: Development and promotion of an

educational program for training nurses expert in breast cancer nursing.２nd International Confer-

ence Japanease Society of cancer Nursing,５６,２００７.

９．Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. First report: Effects immediately after care implementation. Global

Breast Cancer Conference,２３０,２００７.

１０．Kuroda K., Abe K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. Second report: Effects three months after care implementation. Global

Breast Cancer Conference,２３１―２３２,２００７.

１１．Nemoto N., Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for

elderly breast cancer patients. Who have undergone mastectomy. Global Breast Cancer Conference,

２３３―２３４,２００７.

〔報告書〕
１２．眞嶋朋子，正木治恵，佐藤まゆみ，増島麻里子，柴田純子，神間洋子：看護系大学院修了生のための

支援プログラム開発に関する研究．平成１７年度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））

研究成果報告書，２００７．

１３．佐藤まゆみ，増島麻里子，柴田純子，神間洋子，阿部恭子，菅原聡美，佐藤�子：再発乳がん患者の
QOLを高めるためのサポートグループプログラムの開発に関する研究．平成１５年度～平成１８年度科

学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書，２００７．

１４．長坂育代，柴田純子，増島麻里子：日本における終末期がん患者と家族の体験―研究プロセスと看護

実践モデルの提示．千葉大学２１世紀COEプログラム 終末期がん看護国際ワークショップ報告書，

４４―５１，２００７．

１５．眞嶋朋子，中村伸枝：千葉大学２１世紀COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点―実

践知に基づく看護学の確立と展開」終末期がん看護国際ワークショップ報告書．２００７．

〔単行書〕
１６．眞嶋朋子：第�部 ４コーピング，文化的問題．Joanne K. Itano, Karen N. Taoka（小島操子，佐藤

�子監訳，日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュラムグループ委員訳），がん看護コア
カリキュラム．医学書院，４８―５２，２００７．

１７．佐藤まゆみ：第�部 ４コーピング，文化的問題．Joanne K. Itano, Karen N. Taoka（小島操子，佐

藤�子監訳，日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュラムグループ委員訳），がん看護コ
アカリキュラム．医学書院，５２―５７，２００７．

１８．増島麻里子：第�部１７循環の変化：リンパ浮腫，浮腫．Joanne K. Itano, Karen N. Taoka（小島操

子，佐藤�子監訳，日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュラムグループ委員訳），がん
看護コアカリキュラム．医学書院，２９０―２９４，２００７．

１９．神間洋子：第�部３０神経系がん患者の看護ケア，脳腫瘍．Joanne K. Itano, Karen N. Taoka（小島

操子，佐藤�子監訳，日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュラムグループ委員訳），が
ん看護コアカリキュラム．医学書院，５２７―５３２，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２０．佐藤まゆみ：がん患者の学習支援．平成１９年度千葉大学公開講座「今日のがん患者と家族を巡る課題．
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平成１９年度千葉大学公開講座講演集，６―９，２００７．

２１．佐藤�子，大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，新野由子，太田節子，門川由紀江，濱野孝子：新人看
護職者の看護実践能力を育成する教育プログラム開発 大卒新人看護職者の看護実践能力を育成する

教育プログラムの評価．看護管理，１７（１），９０―９５，２００７．

２２．眞嶋朋子：心筋梗塞ホームリハビリテーションの試み―プログラム作成および評価指標の検討―．千葉

看第１３回学術集会集録，３９，２００７．

〔研究状況〕
成人看護学教育研究分野では，がん看護，終末期看護，周手術期看護，心疾患看護，COEサブプロ

ジェクト「日本文化型家族支援」ならびに「日本文化型対人援助関係」，COE横断研究「終末期がん看護」，

看護系大学院修了者支援に関する研究等を行っている．また，今年度より，がんプロフェッショナル養成

プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」に取り組んでいる．

がん看護については，増島が，乳がん治療後のリンパ浮腫が患者にもたらす苦悩について著述し（１），

肺がん患者の呼吸困難に関する体験と終末期がん患者の身体症状に伴う体験に関する研究成果（３，４）

を，それぞれ発表した．佐藤は，乳がん認定看護師の教育プログラムに関する研究成果と乳がん術後患者

の補整具に関する研究成果を国際発信（８，９，１０，１１）した．また，科学研究費補助金を継続して受け

て「外来通院がん患者の主体性を育成・支援する看護実践能力および外来看護実践方法の開発」（基盤研

究（Ｂ））に取り組んでおり，佐藤は，「再発乳がん患者のQOLを高めるためのサポートグループプログ

ラムの開発に関する研究」（基盤研究（Ｃ））については，報告書を完成させた（１３）．眞嶋，佐藤，増島，

神間は，がん看護に関する書籍の翻訳を行い（１６，１７，１８，１９），さらに佐藤は，今日のがん患者の学習

支援に関する講演を行った（２０）．

周手術期看護については，がん術後患者の職場復帰支援に関する研究成果（２）や，手術を受ける高齢

がん患者の家族と看護師のコミュニケーションに関する研究成果（５）を発表した．

心疾患看護については，眞嶋が，セルフケアへの介入研究をテーマとしたパネルディスカッションのパ

ネリストとして，心筋梗塞ホームリハビリテーションの試みを発表した（２２）．

COEサブプロジェクト「日本文化型家族支援」における研究では，神間らが，終末期がん患者を抱え

る家族の体験について国際発信し（６），同じくCOEサブプロジェクト「日本文化型対人援助関係」にお

ける研究で，日本における危機的状況にあるがん患者への看護介入について国際発信した（７）．COE横

断研究「終末期がん看護」においては，「終末期がん看護国際ワークショップ」を開催し，ワークショッ

プにて，増島らが，終末期がん患者の体験と家族の体験を明らかにした上で，患者と家族に対する看護実

践モデルを報告した（１４）．眞嶋らは，この「終末期がん看護国際ワークショップ」の成果を報告書にま

とめた（１５）．

その他，眞嶋は，「看護系大学院修了生のための支援プログラム開発に関する研究」について報告し（１２），

佐藤は，新人看護職者の看護実践能力に関する研究成果について著述した（２１）．神間は，「外来治療期に

ある悪性脳腫瘍患者の苦難に即した看護指針の作成に関する研究」（若手研究（Ｂ））に継続して取り組ん

でいる．さらに，がんプロフェッショナル養成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」にお

いては，がん医療に携わる多職種が交流するシンポジウムの共同開催に参画している．

老人看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．張平平，正木治恵：高齢患者の服薬アセスメントツールの開発―中国での活用を前提として―．老年看

護学，１１（２），４８―５５，２００７．

２．張平平，正木治恵：老年病人服薬能力評估量表的実用性研究．中国現代看護雑誌，１５５期，１―４，２００７．

３．河井伸子，菅谷綾子，森野愛，今泉香里，柳井田恭子，坂井さゆり，谷本真理子，正木治恵：外国文

献の中で言及されたヘルスケアにおける日本の文化的特徴．千葉看会誌，１３（１），１１９―１２７，２００７．

４．小澤三枝子，水野正之，佐藤エキ子，高屋尚子，正木治恵，廣瀬千也子，竹尾惠子：新人看護職員研
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修の推進に関する研究．国立看護大学研究紀要，６（１），３―９，２００７．

〔学会発表抄録〕
５．正木治恵：糖尿病教育・看護の実践知の集積と融合―美と文化への感性を高めて．日本糖尿病教育・

看護学会誌，１１（特別号），４２，２００７．

６．正木治恵：腎不全看護領域の実践知．第１０回日本腎不全看護学会学術集会・総会プログラム・抄録集，

１７，２００７．

７．�橋良幸，黒田久美子，谷本真理子，田所良之，北島美奈，島田広美，正木治恵：東洋医学的視点を

もつ看護師の高齢者の健康の捉え方と評価方法―生活習慣病を有する１事例の事例研究から―．日本老

年看護学会第１２回学術集会抄録集，７３，２００７．

８．黒田久美子，北島美奈，田所良之，�橋良幸，島田広美，谷本真理子，正木治恵：老人医療の経験を

通して得られた高齢者の健康アセスメントの特徴 第１報―老人看護専門看護師へのフォーカスグ

ループインタビュー調査より―．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１９７，２００７．

９．田所良之，�橋良幸，黒田久美子，北島美奈，島田広美，谷本真理子，正木治恵：老人医療の経験を

通して得られた高齢者の健康アセスメントの特徴 第２報―老人専門医への参加観察及びインタ

ビュー調査より―．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１９８，２００７．

１０．鳥田美紀代，張平平，臼井理恵，高山紘子，谷本真理子，正木治恵：地域文化に根ざした認知症予防

教室の開発と実施．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，２０５，２００７．

１１．Simizu Y, Kuroda K, Masaki H. & Uchiumi K.: Using meta―data―analysis and q ualitative analysis

on nursing practice, the development of the instrument to assess diabetes self―care agency. The８

th International Interdisciplinary Conference Advances in Qualitative Methods Program,９４,２００７.

１２．柳井田恭子，谷本真理子，正木治恵：糖尿病チームにおける看護師の調整行為の構造化．日本糖尿病

教育・看護学会誌，１１（特別号），１６８，２００７．

１３．岡崎優子，正木治恵，清水安子，�橋良幸：女性糖尿病患者の自己の健康管理と主婦役割のあり様．

日本糖尿病教育・看護学会誌，１１（特別号），２２７，２００７．

１４．黒田久美子，内海香子，清水安子，麻生佳愛，村角直子，森小律恵，正木治恵：糖尿病患者セルフケ

ア能力測定ツールを活用した看護支援プログラムの開発の方向性，日本糖尿病教育・看護学会誌．１１

（特別号），２８８，２００７．

１５．谷本真理子，太田美帆，三浦美奈子，竹内千鶴子，尾岸恵三子：弁当箱法を活用した食事支援におけ

る糖尿病患者の目安形成過程．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１（特別号），２７５，２００７．

１６．太田美帆，谷本真理子，三浦美奈子，竹内千鶴子，尾岸恵三子：「弁当箱法」を活用した糖尿病食事

療法の看護援助の検討．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１（特別号），２７６，２００７．

１７．飯田直子，高橋千春，谷本真理子：１型糖尿病患者の会における患者同士の話題の特徴．日本糖尿病

教育・看護学会誌，１１（特別号），２００，２００７．

１８．張平平，長瀬明日香，高橋良幸，正木治恵：日本と中国における糖尿病患者の身体の捉え方に関する

文化差の考察―千葉大学２１世紀COE拠点：日本文化型看護学の創出と国際発信―．日本糖尿病教育・

看護学会誌，１１（特別号），７２，２００７．

１９．山本裕子，田所良之：筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者が診断目的の検査入院について抱く思い．

日本難病看護学会誌，１２（１），７６，２００７．

２０．堀江一代，田所良之：潰瘍性大腸炎患者が日常生活において経験している困難と対処．日本難病看護

学会誌，１２（１），７９，２００７．

２１．Takahashi, Y., Kawai N., Zhang Pinpin, Shimizu Y. & Masaki H.: Extracting cultural element within

the process of development a health education class for pre―diabetic people―Analysis the aware-

ness of the body―, International Council of Nursing Conference２００７, ICN. C,１００. C,２００７.

２２．Kawai N. & Masaki H.: Understanding Continuity of People with Type２Diabetes from their Life

History.１０th. East Asian Forum of Nursing Scholars Annual Conference,６０,２００７.

２３．張平平，谷本真理子，正木治恵：高齢患者の服薬能力に対する看護師の自己評価に関する中日比較．

第２７回日看科学学術集会講演集，３７９，２００７．

千葉大学看護学部紀要 第３０号

８２



２４．谷本真理子：２型糖尿病患者のセルフケアに向けた支援方法の探究―食事支援に弁当箱を活用して．

第５回日本セルフメディケーション学会，１６，２００７．

２５．田所良之：日本文化型看護をとらえるための方法論の模索 異文化生活体験者へのインタビュー調査．

千葉大学２１世紀COEプログラム 第４回国際シンポジウム抄録，４７，２００７．

２６．張平平，長瀬明日香，高橋良幸，正木治恵：日本と中国における糖尿病患者の身体の捉え方に関する

文化差の考察―千葉大学２１世紀COE拠点：日本文化型看護学の創出と国際発信―．日本糖尿病教育・

看護学会誌，１１（特），７２，２００７．

〔報告書〕
２７．正木治恵：高齢者の主体的な健康を創出・支援するための老人看護専門技術の評価指標の開発．平成

１７年度～１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））研究成果報告書，２００７．

〔単行書〕
２８．正木治恵：第１章 糖尿病看護の実践知．正木治恵（監）黒田久美子，瀬戸奈津子，清水安子（編）

糖尿病看護の実践知 事例からの学びを共有するために．第１版，医学書院，２―７３，２００７．

２９．正木治恵，高橋香代子：� 高齢者の看護基本技術．正木治恵（編）パーフェクト臨床実習ガイド

老年看護学実習ガイド，第１版，照林社，２―１２，２００７．

３０．正木治恵：� 高齢者の生活支援．正木治恵（編）パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護学実習ガ

イド，第１版，照林社，２０４―２０９，２００７．

３１．田所良之：� 高齢者の看護基本技術．正木治恵（編）パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護学実

習ガイド，第１版，照林社，６１―８１，２００７．

３２．高橋良幸：� 高齢者看護事例の展開．正木治恵（編）パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護学実

習ガイド，第１版，照林社，２４０―２４４，２００７．

３３．鳥田美紀代：� 高齢者看護事例の展開．正木治恵（編）パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護学

実習ガイド，第１版，照林社，２７５―２８１，２００７．

３４．柳井田恭子，正木治恵：�章 食生活を支える看護．尾岸恵三子，正木治恵（編）食看護学．第１版，

医歯薬出版，１１３―１２６，２００７．

３５．谷本真理子：�章 生活習慣としての食習慣．尾岸恵三子，正木治恵（編）食看護学．第１版，医歯

薬出版，３６―４０，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３６．正木治恵，眞嶋朋子，吉本照子，阿部恭子，北池正，田中裕二，野本百合子，大月恵理子：平成１８年

度千葉大学公開講座「看護におけるキャリア開発の方向と成果」．千大看紀要，２９，５５―５９，２００７．

３７．谷本真理子，黒田久美子，田所良之，北島美奈，�橋良幸，島田広美，正木治恵：看護援助を通して

見出される高齢者の健康の特質と要素―慢性病の増悪により入院している高齢患者を対象に―．老年看

護学，１２（１），１０９―１１６，２００７．

３８．島田広美，谷本真理子，黒田久美子，田所良之，北島美奈，高橋良幸，菅谷綾子，正木治恵：高齢者

の健康の特質に関する文献検討．老年看護学，１１（２），４０―５５，２００７．

３９．鳥田美紀代，正木治恵：看護者がとらえにくいと感じる高齢者の主体性に関する研究．老年看護学，

１１（２），１１２―１１９，２００７．

４０．谷本真理子，三浦美奈子，太田美帆，竹内千鶴子，尾岸恵三子：文献にみる糖尿病自己管理支援にお

ける看護実践評価の現状と課題．東京女子医科大学看護学会誌，２（１），５３―６０，２００７．

４１．張平平，正木治恵：中国における認知症高齢者看護の現状と課題―文献検討を通して―．千大看紀要，

２９，６７―７１，２００７．

〔研究状況〕
当研究分野では，老人看護と慢性病患者の看護を２本柱として教育・研究を行っている．

老人看護では，服薬アセスメントツールの開発に関する研究（１，２，２３），高齢者の健康アセスメン
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トに関する研究（７，８，９），認知症予防教室の開発と実施に関する研究（１０），高齢者の健康の特質に

関する研究（３７，３８），高齢者の主体性に関する研究（３９），中国における認知症高齢者看護の現状と課題

に関する研究（４１）取り組み発表した．また，看護学生および新人看護師等を対象とした老年看護学テキ

スト（２９，３０，３１，３２，３３）を執筆した．

慢性病看護では，糖尿病者のセルフケア能力を評価するための測定ツールの開発と活用に関する研究

（１１，１４），糖尿病チームにおける看護師の調整行為に関する研究（１２），女性糖尿病患者の自己の健康管

理と主婦役割のあり様に関する研究（１３），弁当箱法を活用した糖尿病食事支援に関する研究（１５，１６，

２４），１型糖尿病患者の会における患者同士の話題の特徴に関する研究（１７），境界型糖尿病者のための健

康教室開発過程における文化的要素の抽出に関する研究（２１），２型糖尿病患者の連続性に関する研究（２２），

糖尿病自己管理支援における看護実践評価の現状と課題に関する文献検討（４０）に取り組んだ．また，正

木は糖尿病看護の実践知に関する著書（２８）を執筆し，正木，谷本は食看護学に関する著書（３４，３５）を

執筆した．また，今年度，正木は第１２回日本糖尿病教育・看護学会学術集会長を務め（５），第１０回日本

腎不全看護学会学術集会において教育講演（６）を行った．

難病看護の領域では，筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者が診断目的の検査入院について抱く思いに関

する研究（１９），潰瘍性大腸炎患者が日常生活において経験している困難と対処に関する研究（２０）に取

り組んだ．

看護専門職の継続教育やキャリア開発に関する研究活動（４，３６）を行った．

また，諸外国との比較から日本の文化的特徴や日本文化型看護を明らかにするための研究活動（３，１８，

２５，２６）に取り組んだ．

今年度は，正木が「高齢者の主体的な健康を創出・支援する老人看護専門技術の評価ツールの開発と検

証」（科学研究補助金（基盤Ｂ））（２７），谷本が「「弁当箱法」の実践的活用による糖尿病食事療法におけ

る目安形成支援モデル開発・評価」（科学研究補助金（基盤Ｃ））を受け，研究を進めている．

精神看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．石川かおり，岩�弥生：統合失調症をもつ人の地域生活におけるセルフマネジメントを支える看護援

助の開発（第二報） 仮説モデルを用いた看護実践におけるセルフマネジメントの課題．千葉看会誌，

１３（１），２５―３４，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．岩崎弥生，野崎章子，石川かおり，小宮浩美，東本裕美，石沢和恵：精神障害者を対象としたリカバ

リー志向の援助プログラムの質的な検討．第２７回日看科会学術集会講演集，４９３，２００７．

３．岩�弥生：差異の向こう側に―人，知恵，文化をつなぐ国際看護―．国際看護研究会第１０回学術集会抄

録集（基調講演），９，２００７．

４．岩�弥生，石川かおり，野�章子，小宮浩美，東本裕美：精神障害者に対する家族のケア提供に関す

る質的研究のメタ統合．家族看護学研究，１３（２），１０８，２００７．

５．石沢和恵，岩崎弥生，石川かおり：精神障害者グループホームにおける生活に関する研究―入居者へ

のインタビューを通して―．第２７回日看科会学術集会講演集，４９２，２００７．

６．石川かおり：当事者の強みや力量を生かす看護援助の開発―介入研究の方法と課題に焦点を当てて―．

千葉看第１３回学術集会集録，３７，２００７．

７．野崎章子，岩崎弥生，石川かおり，東本裕美，小宮浩美：精神科看護師の実践知識―精神科看護師が

認識する「コツ」―．第２７回日看科会学術集会講演集，４８６，２００７．

８．野�章子，岩�弥生，石川かおり，東本裕美，小宮浩美：パキスタンAga Khan Universityにおける

持続可能性のある看護教育および地域健康支援．国際看護研究会第１０回学術集会抄録集，３２，２００７．

９．野�章子，岩�弥生，石川かおり，東本裕美，小宮浩美：精神科看護師の実践知識―精神科看護師が

「コツ」として認識する援助．第３８回日看会抄録（精神看護），８２，２００７．
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１０．野�章子，小泉香里奈：児童精神科看護に関する文献的検討―海外の看護研究における児童精神科看

護の様相―．日本児童青年精神医学会４８回総会抄録集，２３０，２００７．

１１．大熊一栄，松本真理，今井理，青柳麻衣子，鶴ヶ崎和子，野�章子：手術室経験年数別疲労変化の調

査―自覚症しらべ・疲労部位しらべを用いて―．日本精神衛生学会MCRT第２回全国研究集会プログ

ラム・抄録集，４１，２００７．

１２．東本裕美，岩崎弥生，石川かおり，野崎章子，小宮浩美：地域における高齢者を対象とした健康教育

に関する文献検討．第２７回日看科会学術集会講演集，４９８，２００７．

１３．東本裕美，瀬戸山恵美子，小宮浩美，岩�弥生，野�章子：精神科看護の対人援助に関わるストレス

―離職者調査より―．日本精神衛生学会MCRT第２回全国研究集会プログラム・抄録集，３４，２００７．

１４．小宮浩美，岩崎弥生，野崎章子，石川かおり，東本裕美：精神科急性期における患者―看護師関係に

関する研究―援助場面への参加観察を通して―．第２７回日看科会学術集会講演集，２７３，２００７．

１５．小宮浩美，鈴木啓子，石野麗子，岩�弥生：精神科看護者が受ける暴力の実態―対人援助に関わるス

トレスに焦点をあてて―．日本精神衛生学会MCRT第２回全国研究集会プログラム・抄録集，３３，

２００７．

１６．Iwasaki, Y., Nosaki, A., Ishikawa, K., Komiya, H., & Higashimoto, H.: Mental health support for nurs-

ing students. International Council of Nursing Conference２００７, ICN, P.３.３８１,２００７.

１７．Amagai, M. & Iwasaki, Y.: The familial communication characteristics in the recovery process of

adult sons who are socially withdrawn.XIXth World Congress of World Association for Social Psy-

chiatry Prague, A―１―２, Czech Republic,２００７.

１８．Amagai, M. & Iwasaki, Y.: The parental experiences in the recovery process of their socially with-

drawn adult son. The１３th Annual Qualitative Health Research Conference,２６１,２００７．

１９．Ishikawa, K., Iwasaki, Y., Nosaki, A., Komiya, H., & Higashimoto, H.: Case―study on community―

based nursing care during a period of sudden change in a schizophrenic patient: Focusing on ill-

ness self―management of patient. International Council of Nursing Conference２００７, ICN, P.２.１２２,

２００７.

２０．Ishikawa K., Iwasaki Y., Nosaki A., Higashimoto H.: Self―management tasks of schizophrenic pa-

tients in the community. RCN International Mental Health Nursing conference and exhibition Inter-

national: Perspectives on Mental Health Nursing conference programe,６３―６４,２００７.

〔報告書〕
２１．岩�弥生：医療組織文化と看護．平成１８年度千葉大学２１世紀COEプログラム拠点報告書，１２０―１２１，

２００７．

２２．荻野雅，岩�弥生，石川かおり，野�章子：看護師から見た医療組織文化―看護師の認識する組織風

土―．平成１８年度千葉大学２１世紀COEプログラム拠点報告書，１３１―１３２，２００７．

〔単行書〕
２３．岩�弥生：質的研究：事例研究．松木光子，小笠原千枝編（第２版）これからの看護研究―基礎と応

用―，７８―９１，２１９―２３１．ヌーヴェルヒロカワ，２００７．

２４．岩�弥生：自殺予防．川野雅資（監訳），ハンドブック地域精神看護，２００―２０８．ピラールプレス，

２００７．

２５．石川かおり：第７章 精神科看護ケアの心理学的背景．ゲイル・Ｗ・スチュアート，ミシェル・Ｔ・

ラライア（著），安保寛明，宮本有紀（監訳）金子亜矢子（監修），「看護学名著シリーズ 精神科看

護―原理と実践 第８版」．エルゼビア・ジャパン，１４６―１６３，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２６．岩�弥生：差異の向こう側に～人，知恵，文化をつなぐ国際看護～．国際看護研究会NEWSLET-

TER，２―１０，２００７．

２７．岩�弥生，石川かおり，野�章子：精神障害者との協働による「地域生活を考える会」からの実践報
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告．日本精神衛生学会誌こころの健康，２２（２），７８，２００７．

２８．岩�弥生，野�章子，石川かおり：地域で生活する精神障害者のリカバリーに関する質的研究．日本

精神衛生学会誌こころの健康，２２（１），７８，２００７．

２９．岩�弥生：千葉県健康生活コーディネーター育成研修ｅラーニング用教材（第２章面接技術，第３章

精神保健行動の支援―ストレスとの関連から―）．レイル，６―２０，２００７．

３０．石川かおり，岩�弥生，野�章子：統合失調症をもつ人の地域生活を支えるための看護―セルフマネ

ジメントに着目した看護実践の分析．日本精神衛生学会誌こころの健康，２２（１），７７，２００７．

〔研究状況〕
本研究分野では，精神障害をもつ人とその家族を対象として当事者の体験や当事者の力量に焦点を当て

た研究を中核として，精神科における対人援助技術や援助システムの開発に関する研究を継続している．

また，高齢者や児童，文化的少数派のメンタルヘルスに関する研究，ならびに看護実践および患者―看護

師関係に影響をもたらす要因となる医療組織文化に関する研究にも取り組んでいる．

精神障害をもつ当事者への看護援助に関する研究では，２００５年より科学研究費補助金の助成を受け，精

神障害者のリカバリーの体験を明らかにして，当事者の力を生かしたリカバリーを促す看護援助に関する

研究を行い，援助プログラムの実施とその評価を報告した（２，２７，２８）．また，２００７年より科学研究費

補助金を受け，病院から地域生活へと移行する時期にある統合失調症患者のセルフマネジメントやセルフ

マネジメントを支える看護援助を探求し，当事者の強みや力量を生かした看護援助の介入研究の方法と課

題について検討し，報告した（１，９，１９，２０，３０）．さらに，グループホームに入居している精神障害

者自身の語りから，グループホームにおける生活の実態を当事者の視点から明らかにした（５）．

精神障害者の家族への看護援助に関する研究では，社会的引きこもり成年の親を対象とした研究では，

親のコミュニケーションの特徴や経験について探求し，報告した（１７，１８）．また，質的研究のメタ統合

の手法を開発し，この研究方法を用いて精神障害者の家族看護に関する知見を統合し，報告した（４）．

看護師を対象として行った研究においては，看護援助への参加観察によって得た患者―看護師関係を検

討し，報告した（１４）．また，病院で提供される精神科看護の実践知を探求した（７，９）．

メンタルヘルスに関する研究では，２００７年度より地域の高齢者への看護援助に関する研究および児童の

精神看護に関する研究において科学研究費補助金をそれぞれ受けており，研究の動向について文献検討の

結果を報告した（１０，１２）．また，看護職者のストレスに関する研究を行い，対人援助に関わる看護職者

の身体的疲労や暴力による影響，精神科看護援助に伴うストレス，ならびに看護学生のメンタルヘルス支

援などについて報告した（１１，１３，１５，１６）．

文化的少数派の健康を支援する看護援助に関する研究では，ホームレスを対象とした健康支援（３，２６）

やパキスタンにおける健康支援（８）について報告した．

他に，看護実践や患者―看護師関係に影響をもたらす要因となる医療組織文化について，看護師を対象

とした研究により看護師の認識する組織風土について明らかにした（２１，２２）．

地域看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．細谷紀子，大室律子，丸山美知子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における保健師の施策化に

関する実践知―市町村保健師の経験からの考察―．千葉看会誌，１３（２），１―９，２００７．

２．山田洋子：住民のもつ力を判断し地域づくりに向けて活用する看護援助方法．千葉看会誌，１３（２），

６３―７１，２００７．

〔学会発表抄録〕
３．Yamada Y., Ide N., Miyazaki M.: Public health nurses’practical knowledge in preventive activities

against lifestyle―related diseases―A meta―synthesis study―. International Council of Nursing Con-

ference２００７, ICN, p２.１４７,２００７.
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４．Hosoya N., Miyazaki M.: Factors influencing the use of community participation in creating munici-

pal health plans. International Council of Nursing Conference２００７, ICN, p.３.１９０,２００７.

５．榊原理恵子，井出成美，佐藤紀子，宮�美砂子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者の健康生活の実態―Ａ市７５歳高齢者の健康生活実態調査より（第

１報）―．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１１１，２００７．

６．山田洋子，井出成美，佐藤紀子，宮�美砂子，細谷紀子，本間靖子，榊原理恵子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者の社会的サポートネットワークの検討―Ａ市７５歳高齢者の健康

生活実態調査より（第２報）―．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１１２，２００７．

７．佐藤紀子，井出成美，宮�美砂子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，榊原理恵子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者のエンパワメントに関連する他者との交流状況の検討―Ａ市７５

歳高齢者の健康生活実態調査より（第３報）―．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１１３，２００７．

８．本間靖子，宮�美砂子：軽度発達障害児とその家族が経験している生活上の課題の特徴―出生から就

学前の時期に着目して―．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１２１，２００７．

９．細谷紀子，本間靖子，山田洋子，佐藤紀子，宮�美砂子：学士課程における地区活動の看護実践能力

習得をめざす地域看護実習方法の検討．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１２９，２００７．

１０．井出成美，佐藤紀子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，宮�美砂子：高齢者のみ世帯で生活する高齢

者のエンパワメントの内容．第１０回日本地域看護学会学術集会講演集，１８５，２００７．

１１．大澤真奈美，宮�美砂子：地域資源利用の意思決定過程の進展に関わる看護援助の構造．第１０回日本

地域看護学会学術集会講演集，１４９，２００７．

１２．安藤継子，佐藤紀子，宮�美砂子：生活習慣病予防における対象者の気づきを促すための支援方法．

第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，２９４，２００７．

１３．柳堀朗子，宮�美砂子：特定健診・保健指導（確定版）に基づくメタボ総合対策戦略モデル事業実施

結果．第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，２６１，２００７．

１４．宮�美砂子，奥田博子，牛尾裕子，春山早苗，藤谷明子，本間靖子：被災時に必要な応援・派遣保健

師マンパワー算定基準の試案作成（第１報），第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，３３４，２００７．

１５．大井田隆，武村真治，尾崎米厚，宮�美砂子，福島哲仁，櫻井裕：自然災害発生後の２次的健康被害

発生防止の保健所等行政機関の役割に関する研究．第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，３３１―３１２，

２００７．

１６．細谷紀子，宮�美砂子：自治体による訪問指導の実際―平成１０年度から平成１６年度までの推移―．第６６

回日公衛会抄録集，５４（１０）特，３６４―３６５，２００７．

１７．佐伯和子，河原田まり子，和泉比佐子，関美雪，上田泉，宇座美代子，平野かよ子，宮�美砂子，池

田信子：保健指導者の人材育成プログムの評価（第１報）―職場組織の育成に焦点を当てて―．第６６回

日公衛会抄録集，５４（１０）特，３７９，２００７．

１８．和泉比佐子，佐伯和子，河原田まり子，関美雪，上田泉，宇座美代子，平野かよ子，宮�美砂子，池

田信子：保健指導者の人材育成プログムの評価（第２報）―指導者の自己効力感に焦点を当てて―．第

６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，３７９，２００７．

１９．山田洋子，井出成美，宮�美砂子，大澤真奈美：文化的視点を考慮した生活習慣病予防活動の方法―

文献にみる保健師の実践知の統合―．第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，３８３，２００７．

２０．井出成美，佐藤紀子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，嶋澤順子，鶴岡章子，木暮みどり，榊原理恵

子，宮�美砂子：健康高齢者社会的サポートネットワークと介護予防支援．第６６回日公衛会抄録集，

５４（１０）特，５１１―５１２，２００７．

２１．本間靖子，佐藤紀子，宮�美砂子，細谷紀子，山田洋子，井出成美，嶋澤順子，鶴岡章子：エンパワ

メントと社会的サポートネットワークの概念の関係性の検討―文献検討より―．第６６回日公衛会抄録集，

５４（１０）特，５１２，２００７．

２２．佐藤紀子，本間靖子，嶋澤順子，鶴岡章子：子育て家族に対する保健師の援助に関与する文化的要素．

第６６回日公衛会抄録集，５４（１０）特，４５３―４５４，２００７．

２３．杉田由加里，井出成美，佐藤紀子：介護予防に関わる地域特性を反映させた保健師の活動内容．第６６

回日公衛会抄録集，５４（１０）特，５３５―５３６，２００７．
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２４．細谷紀子，大室律子，丸山美知子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における市町村保健師の施

策化に関する実践知 第１報―施策化の実践内容．第２７回日看科会学術集会講演集，４０５，２００７．

２５．丸山美知子，大室律子，細谷紀子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における市町村保健師の施

策化に関する実践知 第２報―施策化の実践による変化．第２７回日看科会学術集会講演集，４０６，２００７．

２６．小川雅代，宮�美砂子：高齢者夫婦世帯介護者の介護感の特徴．第２７回日看科会学術集会講演集，

４２５，２００７．

２７．河原田まり子，佐伯和子，和泉比佐子，関美雪，上田泉，宇座美代子，平野かよ子，宮�美砂子：

リーダーシップ能力の変化からみた保健師指導者現任教育の効果．第２７回日看科会学術集会講演集，

４９８，２００７．

２８．Marutani M., Miyazaki M.: Culturally Appropriate Care to Prevent Life―style Related Diseases in

Japanese Rural Area―Qualitative Analysis of Health Counseling―. The１st Korea―Japan Joint Confer-

ence on Community Health Nursing,１２５―１２６,２００７.

２９．Osawa M., Yamada Y., Ide N., Miyazaki M.: A Method for Lifestyle―Related Diseases Prevention

Activities with regard to Cultural Viewpoints. The１st Korea―Japan Joint Conference on Commu-

nity Health Nursing,１８１,２００７.

〔報告書〕
３０．宮�美砂子，佐藤紀子，細谷紀子，山田洋子，本間靖子，牛尾裕子，石川麻衣：保健活動における訪

問指導の効果的推進方法に関する研究（研究代表者宮�美砂子）．平成１６―１８年度科学研究費補助金（基

盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書，２００７．

３１．宮�美砂子，本間靖子：健康危機管理における保健師のキャリア・ラダーの検討，厚労科学研究費補

助金（健康科学総合研究事業）「保健師指導者の育成プログラムの開発」（主任研究者佐伯和子）平成

１８年度総括・分担報告書，１７―２５，２００７．

３２．宮�美砂子，本間靖子：被災時に必要な保健師マンパワー算定基準の試案作成，厚労科学研究費補助

金（健康科学総合研究事業）「自然災害発生後の２次的健康被害発生防止及び有事における健康危機

管理の保健所等行政機関の役割に関する研究」（主任研究者大井田隆）平成１８年度総括・分担報告書，

１０９―１２２，２００７．

３３．宮崎美砂子：生活習慣病予防に対する保健指導技術の検討―動機づけ支援および積極的支援における

保健指導技術に焦点をあてて―，厚生労働科学研究費補助金（特別研究事業）「生活習慣病予防におけ

る効果的な保健指導技術に関する研究」（主任研究者金川克子）平成１８年度総括研究報告書，６３―７７，

２００７．

〔単行書〕
３４．宮�美砂子：第４章保健指導の企画立案・評価の実施．金川克子，津下一代，鈴木志保子，宮�美砂

子（編），新しい特定健診・特定保健指導の進め方 メタボリックシンドロームの理解からプログラ

ム立案・評価まで．初版，中央法規，１４１―１６７，２００７．

３５．佐藤紀子：第５章多職種協働による保健指導の質の向上．金川克子，津下一代，鈴木志保子，宮�美

砂子（編），新しい特定健診・特定保健指導の進め方 メタボリックシンドロームの理解からプログ

ラム立案・評価まで．初版，中央法規，１９５―２０６，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３６．佐藤紀子：家族のケア力を高める看護援助．家族看護，５（１），３０―３６，２００７．

３７．細谷紀子，本間靖子，山田洋子，佐藤紀子，宮�美砂子：学士課程における地区活動の看護実践能力

習得をめざした地域看護実習方法．千大看紀要，２９，３３―４１，２００７．

３８．宮�美砂子，山本利江：学士課程看護基礎教育カリキュラム改革―３年に及ぶ取り組み経過とその成

果・課題．４９―５４，千大看紀要，２９，３３―４１，２００７．

３９．宮�美砂子：医療制度改革が看護に与える影響―保健行政，インターナショナル・ナーシングレ
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ビュー，３０（３），７３―７８，２００７．

４０．宮崎美砂子：特集これからの保健指導ここがポイント！メタボリックシンドローム対策統合戦略事業

（モデル事業）の取組から．保健師ジャーナル，６３（６），４９２―４９６，２００７．

４１．宮�美砂子：教育講演これからの生活習慣病予防活動―平成２０年度から始まる特定健診・特定保健指

導を視野に入れて―．第１２回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，４６，２００７．

４２．宮�美砂子：シンポジウム２生活習慣病予防に対する保健指導の研究課題と対処の戦略，第２７回日看

科学学術集会講演集，１０８，２００７．

〔研究状況〕
地域看護学教育研究分野では，COEサブプロジェクト「日本文化型地域健康支援」における研究や，

行政サービスを担う保健師の活動方法，地域看護学の教育方法に関する研究を継続して実施している．

COE研究では，地域健康支援における予防活動の看護実践知の体系化をめざして研究を継続し，学会

発表（３，５，６，７，１０，１９，２０，２１，２２，２３，２９）や，「高齢者のエンパワメントと地域のサポート

ネットワーク―地域文化に根ざした介護予防実践に向けて―」と題したシンポジウムを開催した．また，政

策形成に関する一次研究も継続して取り組んでいる（１，４，２４，２５）．

教育研究では，地域看護総合実習における教育方法の評価を行い発表した（９，３７）．

宮�は，厚生労働科学研究費補助金による「保健師指導者の育成プログラムの開発」「自然災害発生後

の２次的健康被害発生防止及び有事における健康危機管理の保健所等行政機関の役割に関する研究」「生

活習慣病予防における効果的な保健指導技術に関する研究」において，分担研究者として取り組んでいる

（１４，１５，１７，１８，２７，３１，３２，３３）．

また，平成１６年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）を受けて，宮�が研究代表者として

実施してきた「保健活動における訪問指導の効果的推進方法に関する研究」の最終年度であり，研究成果

報告書をまとめた．（１６，３０）．平成１９年度からは，「地域看護実践における予防的戦略の構造と技術の体

系化」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ））に取り組んでいる．

また，宮�は，厚生労働省「標準的な健診・保健指導の在り方に関する検討会」のメンバーの経験を踏

まえ，これからの保健師業務について論じた（３９，４０，４１，４２）．

佐藤は，平成１８年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）を受け，「高齢者のための社会的

サポートネットワークを促進する保健師活動方法に関する研究」に取り組んでいる．

細谷は，「住民とのパートナーシップによるコミュニティ・エンパワメントの前提・実現要因の解明」

について，山田は，「地域住民との協働による生活習慣病予防プログラムの開発」について，本間は，「予

防を重視した育児支援におけるヘルスニーズアセスメント指標の解明」について，それぞれ文部科学省科

学研究費補助金（若手研究Ｂ）を受け，調査研究に取り組んでいる．

訪問看護学教育研究分野

〔原 著〕
１．山本則子，岡本有子，鈴木育子，岡田忍，石垣和子：高齢者訪問看護における家族支援に関する質指

標の開発．家族看護学研究，１３（１），１９―２６，２００７．

２．園田芳美，石垣和子：癌末期高齢者のターミナルケアにおける家族間調整に関する質的研究―終末期

の療養場所選択に焦点をあてて―．千葉看会誌，１３（１），１０２―１１０，２００７．

３．藤田淳子，山本則子，石垣和子：誤嚥性肺炎の予防が必要な要介護者に対する訪問看護師の支援．老

年看護学，１２（１），１３―２０，２００７

４．石川ひろの，柏木聖代，福井小紀子，松浦志のぶ，川越厚．在宅がん末期患者のケアにおける訪問看

護師と医師との連携に関する研究．プライマリ・ケア，３０（３），２４２―２４７，２００７．

５．伊藤隆子：ケアマネジメントに関わる看護職者が経験する倫理的ジレンマとその対処方法．千葉看会

誌，１３（２），４５―５３，２００７．
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〔学会発表抄録〕
６．藤田淳子，山本則子，石垣和子：訪問看護師による誤嚥性肺炎予防のための支援．第３０回プライマリ

ケア学会抄録集，１４８，２００７．

７．山本則子，藤田淳子，篠原裕子，園田芳美，石垣和子：高齢者訪問看護質指標（家族支援）の妥当性

検討（１）―訪問看護師への調査から．日本家族看護学会第１４回学術集会抄録，５９，２００７．

８．山本則子，片倉直子，藤田淳子，篠原裕子，園田芳美，石垣和子：高齢者訪問看護質指標（家族支援）

の妥当性検討（２）―看護記録および家族への質問紙調査から．日本家族看護学会第１４回学術集会抄録，

６０，２００７．

９．小笹優美，磯部有紀子，園田芳美，松川仙奈，山本則子，本田彰子，辻村真由子，篠原裕子，藤田淳

子，片倉直子，石垣和子：在宅療養を支える家族介護者の介護への対処法の習得―家族介護者の看護

ニーズ抽出に向けたメタ分析―．日本家族看護学会第１４回学術集会抄録，７３，２００７．

１０．伊藤隆子，石垣和子，山本則子：看護職ケアマネジャーに倫理的ジレンマをもたらす家族の要因，日

本家族看護学会第１４回学術集会抄録，１０６，２００７．

１１．井上洋士，石垣和子，山本則子，鈴木育子，片倉直子，伴真由美，新井香奈子，上野まり，胡秀英，

岡本有子：全国の看護師養成機関における在宅看護論教育の現状と問題点に関する調査研究．第６６回

日公衛会抄録集，３８４，２００７．

１２．石垣和子，上野桂子，本田彰子，上野まり，鈴木育子，井上洋士，伊藤隆子，岡本有子，中野夕香

里：障害者手帳，療育手帳所持者への訪問看護サービス提供に関する調査研究．第６６回日公衛会抄録

集，４００，２００７．

１３．金川克子，石垣和子，佐伯和子，村嶋幸代，田村須賀子，曽根志穂，金子紀子：地域看護学の教育体

系の構築に関する研究（その１） 諸外国との比較．第６６回日公衛会抄録集，６６１，２００７

１４．園田芳美，石垣和子：明確な意思表示のできない終末期高齢者のターミナルケア―終末期高齢者と家

族の思いを読み解く訪問看護．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，８２，２００７．

１５．山本則子，片倉直子，藤田淳子，篠原裕子，園田芳美，金川克子，伴真由美，石垣和子：高齢者訪問

看護質指標（認知症ケア）の検討（２）―看護記録及び家族への質問紙調査から―．日本老年看護学会第１２

回学術集会抄録集，９９，２００７．

１６．鈴木裕恵，金川克子，佐藤弘美，伴真由美，天津栄子，浅見美千江，石垣和子，山本則子：認知症高

齢者訪問看護の質評価指標を用いた看護実践の現状―Ｉ県における訪問看護ステーションの調査から―．

日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１２１，２００７．

１７．植田彩，辻村真由子，岡本有子，園田芳美，松浦志野，望月由紀，石垣和子：国内文献にみられる排

泄に関する看護過程のメタ統合―身体性に着目して―，第２７回日看科会学術集会講演集，７５，２００７．

１８．鈴木育子，大脇万起子，宮崎孝子，石垣和子：知的障害者の自立を支援する看護の検討，第２７回日看

科会学術集会講演集，２０１，２００７．

１９．山本則子，片倉直子，藤田淳子，篠原裕子，園田芳美，緒方康子，永野みどり，石垣和子：高齢者訪

問看護質指標（褥瘡ケア）の開発：看護記録による実態調査．第２７回日看科会学術集会講演集，２２６，

２００７．

２０．石垣和子，鈴木育子，上野桂子，山本則子，緒方康子，上野まり，伊藤隆子，中野夕香里：滞在時間

区分別の訪問看護師の訪問時間の特徴と滞在時間に影響する要因に関する調査研究，第２７回日看科会

学術集会講演集，２７３，２００７．

２１．片倉直子，野田勝二，大釜敏正，小宮山政敏，本田彰子，根本敬子，山本則子，石垣和子，精神障害

者社会復帰施設の利用者への健康相談と園芸作業をとりいれたプログラムの効果と看護の役割との関

連．第２７回日看科会学術集会講演集，２７７，２００７．

２２．Fukui S. & Ogawa K.: Efficacy of a nurse―supported communication skills intervention on patient

psychosocial distress after cancer diagnosis.２nd WORLD CONFERENCE OF STRESS,２３―２６,２００７.

２３．Tsujimura M., Akanuma T. Nemoto K. Honda A., Suzuki I., Ishigaki K. ＆ Yamamoto―Mitani N.: A

National Survey on the Quality of Home Care Nursing for Older Adults with Bowel Dysfunction in

Japan.１０th East Asian Forum on Nursing Science（EAFONS）Annual Conference,５２,２００７.

２４．Okamoto, Y., Okada, S., Suzuki, I., Ishigaki, K., & Yamamoto―Mitani, N.: National survey on the qual-
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ity of home care nursing for older adults with urinary incontinence. １０th East Asian Forum on

Nursing Science（EAFONS）Annual Conference５３,２００７.

２５．Fujita. J., Shinohara. Y., Tsujimura. M., Katakura N., Matsukawa K., Sonoda Y., Ozasa Y., Isobe Y.

Yamamoto―Mitani N., & Ishigaki K.: Factors affecting whether Japanese Family Caregivers would

Entrust their Caregiving Duties to Others, A Qualitative Meta―Sutudy.１０th East Asian Forum on

Nursing Science（EAFONS）Annual Conference,６４,２００７.

２６．Sonoda Y. & Ishigaki K.: How Do Japanese Home Care Nurses Assist the Elderly with Advanced

Cancer and their Families？―Focus on Coordinating Different Attitudes to the Place to Die. The８th

International Family Nursing Conference Book,８０,２００７.

２７．Ito R., Yamamoto―Mitani N. & Ishigaki K.: How Japanese Nurse Care Managers Experience Ethical

Dilemmas in Assisting Families in Japan.The ８th International Family Nursing Conference Book,

１６７,２００７.

〔報告書〕
２８．石垣和子，山本則子，他：老人訪問看護の質評価指標の開発：ベストプラクティスに基づく評価項目

策定及び標準化（研究代表者：石垣和子）．平成１６―１８年度 文部科学省科学研究費補助金（基盤研究

Ｂ）研究成果報告書，２００７．

２９．石垣和子，山本則子，本田彰子，根本敬子，片倉直子：地域で生活する障害児・者の自立生活を支援

する看護プログラムの開発―居住型モデルの開発・実践―（主任研究者：杉下知子）．平成１８年度厚生

労働省科学研究費補助金 医療安全・医療技術評価総合研究事業 報告書，２２―３３，２００７．

３０．石垣和子，山本則子，本田彰子，根本敬子，片倉直子：地域で生活する障害児・者の自立生活を支援

する看護プログラムの開発―居住型モデルの開発・実践―（主任研究者：杉下知子）．平成１６―１８年度度

厚生労働省科学研究費補助金 医療安全・医療技術評価総合研究事業 総合報告書，２１―２８,２００７．

３１．石垣和子，他：地域看護学の教育体系の構築に関する研究―諸外国との比較から―（研究代表者：金川

克子）．平成１７―１８年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）研究成果報告書，１３５―１４６，２００７．

３２．山本則子，石垣和子：痴呆高齢者家族の効果的な社会資源の活用を実現する支援方法開発のための質

的研究（研究代表者 山本則子）．平成１７―１８年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）研究成果報告書,２００７．

３３．福井小紀子他：在宅高齢者のターミナル期における介護，看護のあり方に関する研究．平成１８年度老

人保健健康増進等事業報告書，日本医療経済機構，２００７．

３４．福井小紀子他：訪問看護ステーションに係わる介護保険サービスにおける看護提供体制のあり方に関

する研究，訪問看護ステーションの業務基準に関する検討 １）がん緩和ケア．平成１８年度厚生労働

省老人保健事業推進費等補助金報告書，社団法人全国訪問看護事業協会，１５―３９，２００７．

３５．福井小紀子：在宅療養者の看取りにおける訪問看護師と医師との連携に関する研究：在宅療養者の看

取りにおける訪問看護師と医師との連携に関する海外の実態調査―諸外国における在宅緩和ケアに携

わる看護師教育の状況と日本への示唆―．厚生労働科学研究費補助金医療技術評価総合研究事業，平

成１８年度報告書第一分冊，９―２７，２００７．

〔単行書〕
３６．福井小紀子：第５章 皮膚，毛髪，爪．操華子監訳，フィジカルアセスメント．エルゼビア・ジャパ

ン，３９―５７，２００７．

３７．福井小紀子：第１７章 男性器．操華子監訳，フィジカルアセスメント．エルゼビア・ジャパン，２３１―

２３９，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３８．片倉直子，山本則子，石垣和子：統合失調症をもつ利用者に対する効果的な訪問看護の目的と技術に

関する研究，日看科会誌，２７（２），８１―９１，２００７．

３９．福井小紀子：入院中末期がん患者の在宅療養移行の検討に関連する要因を明らかにした全国調査．日

看科会誌．２７（２），９２―１００，２００７．
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４０．福井小紀子：入院中の末期がん患者の在宅療養移行の実現と患者・家族の状況および看護支援・他職

種連携との関連性の検討：在宅療養移行を検討した患者を対象とした二次分析の結果．日看科会

誌．２７（３），４８―５６，２００７．

４１．胡秀英，石垣和子，山本則子：帰国１０年以上の中国帰国者１世およびその中国人配偶者の精神的健康

とその関連要因，日公衛会誌，５４（７），４５４―４６４，２００７．

４２．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標の構築と標準化（第１報）質指標作成のプロセス．看護研究，４０（４），３０９―３１６，２００７．

４３．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標の構築と標準化（第２報）全国の訪問看護師を対象とした実態調査による実践への適用可能性の

検討．看護研究，４０（４），３１７―３２６，２００７．

４４．岡本有子，鈴木育子，岡田忍，石垣和子，山本則子：排尿ケアに関する質指標の構築と標準化．看護

研究，４０（４），２９―４４，２００７．

４５．鈴木育子，岡本有子，岡田忍，石垣和子，山本則子：睡眠障害へのケアに関する質指標の構築と標準

化．看護研究，４０（４），４５―５７，２００７．

４６．根本敬子，辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，本田彰子，山本則子，石垣和子：慢性疼痛ケアに関す

る質指標の構築と標準化．看護研究，４０（４），５９―７１，２００７．

４７．伴真由美，鈴木祐恵，金川克子，天津栄子，佐藤弘美，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳，石垣和子，

山本則子：認知症ケアに関する質指標の構築と標準化．看護研究，４０（４），７３―８４，２００７．

４８．福井小紀子．海外の在宅緩和ケアに関する看護師教育事情�：米国，オーストラリア，英国，日本の

状況の比較．がん看護，１２（７），７３０―７３４，２００７．

４９．福井小紀子．海外の在宅緩和ケアに関する看護師教育事情�：米国，オーストラリア，英国，日本の

状況の比較．がん看護，１２（６），６３３―６３６，２００７．

５０．福井小紀子，高沢洋子，伊藤美緒子，川越博美：〔特集〕在宅緩和ケアを支える訪問看護ステーショ

ンの条件 訪問看護ステーションに求められる緩和ケアとは．コミュニティケア，９（９），１６―

２３，２００７．

５１．福井小紀子，宮下光令，清水準一，山岸暁美，高沢洋子，伊藤美緒子：〔特集〕在宅緩和ケアを支え

る訪問看護ステーションの条件 がん緩和ケア基準の作成とその経緯．コミュニティケア，９（９），２４

―３３，２００７．

５２．福井小紀子：がん終末期ケアにおける医療連携の現状と課題 病院看護師と訪問看護師への期待．病

院，６６（５），３９７―４０２，２００７．

５３．福井小紀子：がん告知後の患者への支援：がん検診機関の保健師によるコミュニケーションスキルを

用いた支援プログラムとその効果の検討．公衆衛生，７１（１），３６―３９，２００７．

５４．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１５回

看取りのケア法� 終末期のケア．訪問看護と介護，１２（１２），１０４０―１０４５，２００７．

５５．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１４回

看取りのケア法� 終末期のケア．訪問看護と介護，１２（１１），９５６―９６１，２００７．

５６．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１３回

医療処置法� 在宅酸素療法，吸引，吸入．訪問看護と介護，１２（１０），８７０―８７６，２００７．

５７．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１２回

医療処置法� 持続注入法，尿道・膀胱・腎臓カテーテル法．訪問看護と介護，１２（９），７８８―７９３，

２００７．

５８．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１１回

医療処置法� 経管栄養法．訪問看護と介護，１２（８），６９４―６９９，２００７．

５９．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第１０回

医療処置法� 点滴（中心静脈栄養法）．訪問看護と介護，１２（７），６０２―６０７，２００７．

６０．福井小紀子，田中千賀子：在宅で療養するがん患者の家族のための事前説明ブックレット 第９回

医療処置法� 点滴（末梢静脈栄養法）．訪問看護と介護，１２（６），５１４―５１７，２００７．

６１．福井小紀子，田中千賀子：家族にできるケアの手引き 在宅で療養するがん患者の家族のための事前
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説明ブックレット 第８回 医療処置法� 投薬（薬の服用と管理）．訪問看護と介護，１２（５），４１６―

４２１，２００７．

６２．福井小紀子，田中千賀子：家族にできるケアの手引き 在宅で療養するがん患者の家族のための事前

説明ブックレット 第７回 症状へのケア法� 不眠・不眠感，不安・抑うつ，せん妄．訪問看護と

介護，１２（４），３２４―３２９，２００７．

６３．福井小紀子，田中千賀子：家族にできるケアの手引き 在宅で療養するがん患者の家族のための事前

説明ブックレット 第６回 症状へのケア法� 呼吸困難，痰・咳，発熱，かゆみ，出血．訪問看護

と介護，１２（３），２３６―２４１，２００７．

６４．福井小紀子，田中千賀子：家族にできるケアの手引き 在宅で療養するがん患者の家族のための事前

説明ブックレット 第５回 症状へのケア法� 吐き気，におい，浮腫，腹部膨満感，全身倦怠感．

訪問看護と介護，１２（２），１３０―１３５，２００７．

６５．福井小紀子，田中千賀子：家族にできるケアの手引き 在宅で療養するがん患者の家族のための事前

説明ブックレット 第４回 症状へのケア法� 痛み．訪問看護と介護，１２（１），６２―６８，２００７．

６６．松浦志野，石垣和子，辻村真由子，植田彩，岡本有子，園田芳美，望月由紀，吉永亜子，高橋久一

郎：看護実践における身体性を考える．千葉看会誌，１３（１），１２８―１３３，２００７．

６７．石垣和子：文化に根ざした看護学の発見．千葉大学２１世紀COEプログラム，第４回国際シンポジウ

ム抄録，１６―１９，２００７．

６８．石垣和子：質的研究のメタ統合．千葉大学２１世紀COEプログラム，第４回国際シンポジウム抄

録，４８―４９，２００７．

６９．Kazuko Ishigaki: Gerontological and Community Health Nursing in Japan, Building Excellence in

Nursing through networking and Innovation. Chengdu International Nursing Conference,６０―６１，

２００７.

〔研究状況〕
３月に山本助教授，片倉助手が転出し，４月より福井准教授が，５月より伊藤助教が転入した．

１）COE研究：石垣は前年度に引き続き２１世紀COEプログラムの拠点リーダーとして全体の統括を行う

と同時に，Ｃ地域健康支援及びＤ身体機能調整サブプロジェクトにおける個別研究と統括を行ってい

る．Ｃ地域健康支援研究には，山本，片倉，及び４月からは福井及び伊藤，さらに大学院博士後期課

程学生が参加し，英国，米国，スウェーデン，タイ，韓国の看護職と日本の看護職の行動ルールを比

較する研究に向けて調査票の作成・配布・集計を行い，海外の研究協力者との研究会にて考察を深め

た．Ｄ身体機能調整では，大学院修士学生の参加や他専門領域の教員をまじえて身体性概念を明確に

し，また，排便ケアに関するメタ統合研究を完成させた．

２）文部科学研究費：平成１６年度ないしは１７年度から継続してきた「老人訪問看護の質評価指標の開発：

ベストプラクティスに基づく評価項目策定及び標準化（基盤研究Ｂ 研究代表者：石垣和子」及び「痴

呆高齢者家族の効果的な社会資源の活用を実現する支援方法開発のための質的研究（基盤研究Ｃ 研

究代表者：山本則子）」を完成させた．新たに今年度より「末期がん患者・家族への在宅緩和ケア推

進のための継続看護支援法の開発と有効性の検討（若手研究Ａ 研究代表者：福井小紀子）」，「ケア

マネジャーの専門的行為の抑制をもたらすモラルディストレスを構成する要素の検討（スタートアッ

プ 研究代表者：伊藤隆子）」が開始された．

３）その他の研究費：石垣，伊藤が，平成１９年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業

分）による「高齢者の胃ろう閉鎖，膀胱留置カテーテル抜去を安全かつ効果的に実施するためのアセ

スメント・ケアプログラムの開発に関する調査研究事業（日本老年看護学会が受託）」を受けて調査

班長，副班長として全国の病院，施設調査を行っている．福井が，厚生労働科学研究費補助金「在宅

療養者の看取りにおける訪問看護師と医師との連携に関する研究」の分担研究者として研究に取り組

んでいる．
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保健学教育研究分野

〔原 著〕
１．山本武志，井川梨恵，仮屋崎真由美，黒澤奈都子，橘則子，初村暢子，原田香菜，松尾由記，赤木京

子：大学生のグループワークの負担感に関する調査研究―看護学科と他学科の比較から―．看護教育，

８，２５０―２５６，２００７．

２．山本武志，橋本廸生：患者が医療事故を認識・体験するプロセスの実態把握に関する研究―福岡県内

での質問紙調査から―．病院管理，４４，３９―４８，２００７．

３．Fujimura K., Yoshida T., Yamamoto T., Yamazaki Y.: Prevalence of domestic violence against

women and its risk factors in Gunma, Japan. 民族衛生，７３，２２５―２４１，２００７.

〔学会発表抄録〕
４．井川梨恵，山本武志：ICUにおける看護師の役割に関する考察．病院管理，４４（suppl.），１５８，２００７．

５．板垣貴志，山本武志，橋本廸生：患者によって体験・判断される医療事故の様相（第１報）患者・家

族の事故への対応・対処．医療の質・安全学会誌，２（suppl.），１８５，２００７．

６．南島多麻美，今井博久，福田吉治，中尾裕之，八幡裕一郎，石谷誓子，北池正：ベトナム農村地区に

おける愛育班活動の現状．日公衛会雑誌，５４（１０），６６３―６６４，２００７．

７．三根有紀子，山本武志，佐藤香代：産科，NICU看護職員の「母乳育児を成功させるための１０ヵ条」

に対する認識とケアの実際．母性衛生，４８（３），１２３，２００７．

８．劉新彦，北池正：中学生の適正体重を維持する生活習慣に関する研究．学校保健研究，４９（suppl.），

２８６，２００７．

９．劉新彦，北池正：中学生の自己効力感と適正体重を維持する生活習慣との関連．日公衛会雑誌，５４

（１０），４７１，２００７．

１０．山本武志，田渕康子，三根有紀子，赤木京子：患者・家族（Lay Person）が医療事故を認知するプ

ロセスの検討―医療事故体験の聞き取り調査から―．：第８０回日本社会学会大会報告要旨集，１９１，

２００７．

１１．山本武志，板垣貴志，橋本廸生：患者が医療事故を認知するプロセスと関連する要因の検討．病院管

理，４４（suppl.），２５２，２００７．

１２．山本武志，板垣貴志，橋本廸生：患者によって体験・判断される医療事故の様相（第２報）自己体験

後の患者の感情・事故への評価の変遷について．医療の質・安全学会誌，２（suppl.），１８４，２００７．

〔報告書〕
１３．北池正：大学病院の看護師長研修に関するアンケート調査報告．平成１８年度木村看護教育振興財団助

成による研究報告書（研究代表者：北池正），２１―３１，２００７．

１４．北池正，劉新彦：流山市小中学生の生活習慣調査結果報告書．流山市教育委員会，１―５３，２００７．

〔その他〕
１５．北池正，大室律子，黒田久美子，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：副看護

部長研修には何が求められているか．看護管理，１７（１０），８８１―８８４，２００７．

１６．黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：大学病

院の副看護部長研修に関するインタビュー調査報告．看護管理，１７（１１），９９０―９９３，２００７．

１７．大室律子，黒田久美子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：実践的

研修のためのプログラム開発．看護管理，１７（１２），１０８０―１０８３，２００７．

〔研究状況〕
保健学教育研究分野は，地域や職域の集団を対象として，健康問題を生活環境との関連で解明すること

を目的に研究に取り組んでいる．

北池は，小中学生を対象に積極的生活習慣が健康管理に及ぼす影響について留学生の劉と共に研究して
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いる（８，９，１４）．さらに附属看護実践研究指導センターの教員と共に，看護師長研修のプログラム開

発（１３）を行うとともに，昨年実施した大学病院の副看護部長研修プログラムの開発について（１５，１６，１７）

情報発信を行った．山本は，患者・市民の受療行動，保健行動について研究を行っているが，本年は医療

事故を体験した市民への質問紙調査と聞き取り調査を実施し，研究成果の一部を報告した（３，５，１０，

１１，１２）．

ケア開発研究部

〔学会発表抄録〕
１．Tsujimura M., Akanuma T., Nemoto K., Honda A., Suzuki I., Ishigaki K. & Yamamoto―Mitani N.: A

National Survey on the Quality of Home Care Nursing for Older Adults with Bowel Dysfunction in

Japan.１０th East Asian Forum on Nursing Science（EAFONS）Annual Conference,５２,２００７.

２．Simizu Y., Kuroda K., Masaki H. & Uchiumi K.: Using meta―data―analysis and qualitative analysis

on nursing practice, the development of the instrument to assess diabetes self―care agency. The８

th International Interdisciplinary Conference Advances in Qualitative Methods Program,９４,２００７.

３．Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. First report: Effects immediately after care implementation. Global

Breast Cancer Conference,２３０,２００７.

４．Kuroda K., Abe K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. Second report: Effects three months after care implementation. Global

Breast Cancer Conference,２３１―２３２,２００７.

５．Nemoto K., Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for

elderly breast cancer patients who have undergone mastectomy. Global Breast Cancer Conference,

２３３―２３４,２００７.

６．黒田久美子，内海香子，清水安子，麻生佳愛，村角直子，森小律恵，正木治恵：糖尿病患者セルフケ

ア能力測定ツールを活用した看護支援プログラムの開発の方向性．日本糖尿病教育・看護学会誌，１１

（特別号），２８８，２００７．

７．阿部恭子，林弥生，本田彰子，馬場由美子，赤沼智子，黒田久美子：乳がん看護認定看護師に関する

看護管理者の認識．第１５回日本乳癌学会学術総会プログラム抄録集，２３９，２００７．

８．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師の活動の成果および今後の活動推進のため

の組織的支援の検討．第３７回日看会抄録（看護管理），２１，２００７．

９．田中裕二，根本清次，佐伯由香，増田敦子，美里由紀子，藤田水穂，赤沼智子，根本敬子，石垣和

子：表情刺激が生体に及ぼす影響―自律神経活動および主観的感覚尺度を指標にして―．日本看護技術

学会第６回学術集会講演抄録集，５０，２００７．

１０．赤沼智子，山本則子，根本敬子，辻村真由子，本田彰子，石垣和子：高齢者訪問看護における質評価

に関する指標開発と有用性の検討―日常生活に関わる運動機能の維持・向上のためのケアについて―．

第１１回日本在宅ケア学会，１６７，２００７．

１１．赤沼智子，藤田水穂，高橋幸子，小宮山政敏，野田勝二，根本敬子，岩崎 寛，大釜敏正，渡辺

敏：緩和ケア病棟において園芸療法の実施が看護師の仕事上のストレスに与える影響．第２７回日看科

会学術集会講演集，１６５，２００７．

１２．片倉直子，野田勝二，小宮山政敏，大釜敏正，根本敬子，山本則子，石垣和子：精神障害者社会復帰

施設の利用者への健康相談と園芸作業をとり入れたプログラムの効果と看護の役割との関連．第２７回

日看科会学術集会講演集，２７７，２００７．

１３．�橋良幸，黒田久美子，谷本真理子，田所良之，北島美奈，島田広美，正木治恵：東洋医学的視点を

もつ看護師の高齢者の健康の捉え方と評価方法―生活習慣病を有する１事例の事例研究から―．日本老

年看護学会第１２回学術集会抄録集，７３，２００７．

１４．黒田久美子，北島美奈，田所良之，�橋良幸，島田広美，谷本真理子，正木治恵：老人医療の経験を
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通して得られた高齢者の健康アセスメントの特徴 第１報―老人看護専門看護師へのフォーカスグ

ループインタビュー調査より―．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１９７，２００７．

１５．田所良之，�橋良幸，黒田久美子，北島美奈，島田広美，谷本真理子，正木治恵：老人医療の経験を

通して得られた高齢者の健康アセスメントの特徴 第２報―老人専門医への参加観察及びインタ

ビュー調査より―．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１９８，２００７．

１６．Abe K., Honda A., Kuroda K., Sato M., Akanuma T. & Sato R.: Development and promotion of an

educational program for training nurses expert in breast cancer nursing. Second International Con-

ference Japanese Society of Cancer Nursing,５６,２００７.

〔報告書〕
１７．北池正，大室律子，黒田久美子，根本敬子，榮木実枝，門川由紀江，菅原聡美，印部厚子，木村チヅ

子：国公私立大学病院看護管理者講習会（文部科学省委託事業）評価と看護師長研修プログラム開発．

平成１８年度木村看護教育振興財団研究助成報告書（研究代表者 北池正），２００７．

１８．黒田久美子：老人看護の経験を通して得られた高齢者の健康アセスメントの特徴．平成１７年度～平成

１８年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「高齢者の主体的な健康を創出・支援するための老人看護

専門技術の評価資料の開発」研究成果報告書（研究代表者 正木治恵），２８―３７，２００７．

１９．根本敬子，辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，本田彰子，山本則子：慢性疼痛ケアにおける質評価指

標の開発．平成１６年度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書（研究代表

者 石垣和子），８２―９４，２００７．

２０．石垣和子，山本則子，本田彰子，片倉直子，根本敬子：地域で生活する障害児・者の自律生活を支援

する看護モデルプログラムの開発―居住型モデルの開発・実践―．厚労科学研究費補助金（医療技術評

価総合研究事業）平成１８年度総括・分担研究報告書，２２―３３，２００７．

２１．石垣和子，山本則子，片倉直子，根本敬子：地域で生活する障害児・者の自律生活を支援する看護モ

デルプログラムの開発―居住型モデルの開発・実践―．厚労科学研究費補助金（医療技術評価総合研究

事業）総合研究報告書，２１―２８，２００７．

２２．鳥海房枝，加賀谷亜希子，近藤若人，鈴木千弘，高野範城，田中智子，根本敬子：特別擁護老人ホー

ムにおける施設サービスの質確保に関する検討報告書．平成１８年度厚労省老人保健事業推進費等補助

金（老人保健健康増進事業分），５５―１０７，�三菱総合研究所，２００７．

〔単行書〕
２３．黒田久美子：第�章２ 糖尿病患者のセルフモニタリング．正木治恵（監），黒田久美子，瀬戸奈津

子，清水安子（編）糖尿病看護の実践知 事例からの学びを共有するために．第１版，医学書院，１０１―

１１０，２００７．

２４．黒田久美子：第�章２ セルフケアのプロセスを患者が習得するための学習支援．正木治恵（監），

黒田久美子，瀬戸奈津子，清水安子（編）糖尿病看護の実践知 事例からの学びを共有するために．

第１版，医学書院，１５７―１６８，２００７．

２５．黒田久美子：第�章５ 患者会活動への相互協力的アプローチによる援助．正木治恵（監），黒田久

美子，瀬戸奈津子，清水安子（編）糖尿病看護の実践知 事例からの学びを共有するために．第１版，

医学書院，１９９―２０５，２００７．

２６．根本敬子：� 介護保健施設における認知症高齢者のリスクとリスクマネジメントの実際―全国調査

の結果より．湯浅美千代（編），認知症高齢者のリスクマネジメント．１５０―１６８，すぴか書房，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２７．小林裕子，佐瀬真粧美，永原悦子，根本敬子：大腿骨頚部骨折を受傷した高齢患者および家族の退院

に対して抱える思いと看護実践との関連．第３７回日看会論文集（老年看護），１９８―２００，２００７．

２８．吉本照子，岡田忍，山田重行，緒方泰子，根本敬子，河部房子，石垣和子，竹内比呂也，土屋俊，武

内八重子，今田敬子，奥出麻里：日本における看護文献提供環境の改善に関する検討会．千大看紀要，

２９，７３―７４，２００７．
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２９．齋藤啓子，佐瀬真粧美，半田哲子，根本敬子：固定チーム受け持ち看護方式におけるリーダー看護師

の看護実践での役割認識について．第３７回日看会論文集（看護管理），４５５―４５７，２００７．

３０．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標の構築と標準化（第１報）．看護研究，４０（４），１１―１８，２００７．

３１．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標の構築と標準化（第２報）．看護研究，４０（４），１９―２８，２００７．

３２．根本敬子，辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，本田彰子，山本則子，石垣和子：慢性疼痛ケアに関す

る質指標の構築と標準化．看護研究，４０（４），５９―７１，２００７．

３３．黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田恭子，木村チヅ子：国公私

立大学病院の副看護部長に対する院外教育プログラム開発．第３７回日看会論文集（看護管理），１５―１７，

２００７．

３４．北池正，大室律子，黒田久美子，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：大学病

院副看護部長研修のプログラム開発と実践 大学病院に特化した副看護部長研修のプログラム開発に

向けて 副看護部長研修には何が求められているか 大学病院の副看護部長研修に関するアンケート

調査結果より．看護管理，１７（１０），８８１―８８４，２００７．

３５．黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：大学病

院の副看護部長研修に関するインタビュー調査報告．看護管理，１７（１１），９９０―９９３，２００７．

３６．島田広美，谷本真理子，黒田久美子，田所良之，北島美奈，高橋良幸，菅谷綾子，正木治恵：高齢者

の健康の特質に関する文献検討．老年看護学，１１（２），４０―４７，２００７．

３７．谷本真理子，黒田久美子，田所良之，北島美奈，高橋良幸，島田広美，正木治恵：看護援助を通して

見出される高齢者の健康の特質と要素―慢性病の増悪により入院している高齢患者を対象に．老年看

護学，１２（１），１０９―１１６，２００７．

３８．黒田久美子，根本敬子，金子史子：ケアの改善・開発における臨床と大学とのコラボレーションの方

法に関する研究．平成１８年度看護実践研究指導センター年報，１０―１４，２００７．

３９．黒田久美子監修：プリセプタートラブル解決事例集．HANDS―ON，２（１），５５―６２，２００７．

４０．黒田久美子監修：プリセプタートラブル解決事例集．HANDS―ON，２（２），６１―６８，２００７．

４１．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子，北池正：乳がんに特化した専門性の高い看護教育プログラムの展

開と乳がん看護認定看護師の実践の発展に関する調査・研究．千葉大学オープン・リサーチ，３２，

２００７．

４２．佐藤�子，大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，新野由子，太田節子，門川由紀江，濱野孝子：新人看
護職者の看護実践能力を育成する教育プログラム開発 大卒新人看護職者の看護実践能力を育成する

教育プログラムの評価．看護管理，１７（１），９０―９５，２００７．

〔研究状況〕
ケア開発研究部では，ケア改善・開発に関する研究を行っている．２００６年度は臨床と大学のコラボレー

ションの観点からの基礎的研究を行い（３８），２００７年度は糖尿病合併妊婦・褥婦へのケア方法・ケア連携

について研究中である．またセンター事業である副看護部長研修のプログラム開発（３３―３５），看護管理者

講習会の評価研究（１７）を行った．

黒田は，COEサブプロジェクト「日本型対人援助関係」に参加し，糖尿病患者のセルフケア能力測定

ツールの開発を継続中である．患者への試行使用を行い，その結果を報告した（６）．また乳がん看護認

定看護師課程の担当教員であり，認定看護師の活動状況や成果を調査，報告し（７―８，１６，４１），乳房補

正のケア方法の研究に取り組んだ（３―５）．さらに文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））によ

る「高齢者の主体的な健康を創出・支援するための老人看護専門技術の評価指標の開発」（研究代表者

正木治恵）の研究分担者として，高齢者の健康アセスメントの観点から研究に取組み，成果を報告した（１４，

１８）．さらに千葉大学看護学研究科の修士論文・博士論文の成果に基づく糖尿病看護の実践知に関する単

行書の編集を担当し，執筆した（２３―２５）．

根本は，２００５年度実施したテーマ別研究研修「高齢患者の継続看護」に関連して，高齢患者の退院支援

および看護チームの継続看護について論文発表した（２７，２８）．また，科学研究費補助金（基盤研究Ｂ（１））
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による「老人訪問看護の質評価指標の開発―ベストプラクティスに基づく評価項目の策定及び標準化」（研

究代表者 石垣和子）の研究分担者として，その成果を発表，報告書ならびに論文発表した（１０，１９，３０―

３２）．さらに昨年度実施した科学研究費補助金（研究成果公開促進費）「研究成果公開発表（Ａ）」による

シンポジウム（研究代表者 湯浅美千代）について分担執筆した（２６）．さらに，園芸療法の研究に取り

組みその成果を発表した（１１―１２，２０―２１）．COEでは，Ｄ（身体機能調整）グループで表情に関する研究

に取り組みその成果を発表した（９）．

政策・教育開発研究部

〔原 著〕
１．細谷紀子，大室律子，丸山美和子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における保健師の施策化に

関する実践知―市町村保健師の経験からの考察―．千葉看会誌，１３（２），１―９，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．松本幸枝，布施千草，箕浦とき子，唐澤泉，坂田五月，大室律子：在宅認知症高齢者の急性期の入院

における医療・介護の支援体制の実施―介護家族インタビューを通して―．第３８回日看会抄録（地域看

護），５３，２００７．

３．大室律子，濱野孝子：わが国の助産師教育の特徴と課題．母性衛生，４８（３），２２１，２００７．

４．唐沢泉，大室律子：助産師教育を担当している教員の将来の助産師教育に対する考え方．母性衛生，

４８（３），２２１，２００７．

５．那須淳子，大室律子：新卒看護師の看護ケア上の多重課題に関する実態調査．第３８回日看会抄録（看

護管理），７３，２００７．

６．坂田五月，大室律子，布施千草，松本幸枝，箕浦とき子：新人看護職員の静脈注射技術の習得に影響

を及ぼす要因．第３８回日看会抄録（看護管理），２１９，２００７．

７．細谷紀子，大室律子，丸山美知子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における市町村保健師の施

策化に関する実践知 第１報―施策化の実践内容―．第２７回日看科会学術集会講演集，４０５，２００７．

８．丸山美知子，大室律子，細谷紀子，布施千草：保健医療福祉政策の転換期における市町村保健師の施

策化に関する実践知 第２報―施策化の実践による変化―．第２７回日看科会学術集会講演集，４０６，

２００７．

９．Abe K., Honda A., Kuroda K., Sato M., Akanuma T. & Sato R.: Development and promotion of an

education program for training nurses expert in breast cancer nursing. Second International Con-

ference Japanese Society of Cancer Nursing,５６,２００７.

１０．正野逸子，土平俊子，平山香代子，本田彰子，上野まり，菊池和子，炭谷靖子，栗本一美，赤沼智

子：OJT計画書を活用した訪問看護人材育成学習支援プログラム（その１）―実践内容評価項目の前

後の評価から捉える実施効果―．第１１回日本在宅ケア学会，８９，２００７．

１１．栗本一美，本田彰子，平山香代子，正野逸子，土平俊子，上野まり，菊池和子，炭谷靖子，赤沼智

子：OJT計画書を活用した訪問看護人材育成学習支援プログラム（その２）―個別計画立案における

学習目標および学習方策の特徴―．第１１回日本在宅ケア学会，９０，２００７．

１２．炭谷靖子，栗本一美，本田彰子，平山香代子，菊池和子，土平俊子，正野逸子，上野まり，赤沼智

子：OJT計画書を活用した訪問看護人材育成学習支援プログラム（その３）―個人評価の理由から見

たプログラム実施課程の評価―．第１１回日本在宅ケア学会，９１，２００７．

１３．赤沼智子，山本則子，根本敬子，辻村真由子，本田彰子，石垣和子：高齢者訪問看護における質評価

に関する指標開発と有用性の検討―日常生活に関わる運動機能の維持・向上のためのケアについて―．

第１１回日本在宅ケア学会，１６７，２００７．

１４．阿部恭子，林弥生，本田彰子，馬場由美子，赤沼智子，黒田久美子：乳がん看護認定看護師に関する

看護管理者の認識．第１５回日本乳癌学会，２３９，２００７．

１５．杉内喜世子，赤沼智子：脳死状態となった患者の家族看護に対する看護師の意識．第３８回日看会抄録
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（看護総合），１８，２００７．

１６．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師の活動の成果および今後の活動推進のため

の組織的支援の検討．第３８回日看会抄録（看護管理），２１，２００７．

１７．石井一枝，赤沼智子，本田彰子：ベテランナースが捉えている教育的役割とその実践に関連している

要因の分析．第３８回日看会抄録（看護管理），５，２００７．

１８．松本明子，赤沼智子：中堅看護師のキャリア発達に対する意識変容を促す看護管理者の有効な働きか

け．第３８回日看会抄録（看護管理），６，２００７．

１９．緒方泰子，永野みどり，赤沼智子，橋本廸生，野中時代，大上道子：看護実践環境の測定（第１報）：

Practice Environment Scale of the Nursing Work Index日本語版の検討．病院管理，４４

（Suppl），２２２，２００７．

２０．永野みどり，緒方泰子，赤沼智子，橋本廸生：看護実践環境の測定（第２報）：PES―NWI日本語版と

就業継続意思との関連．病院管理，４４（Suppl），２２３，２００７．

２１．Abe K., Kuroda k., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. Fist report: Effects immediately after care implementation. Global

Breast Cancer Conference,２３０,２００７.

２２．Kuroda K., Abe K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. Second report: Effects Three Months after care Implementation.

Global Breast Cancer Conference,２３１―２３２,２００７.

２３．Nemoto K., Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y. & Sato M.: Care using breast prostheses for

elderly breast cancer patients who have undergone mastectomy. Global Breast Cancer Conference,

２３３―２３４,２００７.

２４．赤沼智子，藤田水穂，高橋幸子，小宮山政敏，野田勝二，根本敬子，大釜敏正，渡辺敏，岩崎寛：緩

和ケア病棟においての園芸療法の実施が看護師の仕事上のストレスに与える影響．第２７回日看科会学

術集会講演集，１６５，２００７．

２５．田中裕二，根本清次，佐伯由香，増田敦子，美里由紀子，藤田水穂，赤沼智子，根本敬子，石垣和

子：表情刺激が生体に及ぼす影響―自律神経活動および主観的感覚尺度を指標にして―．日本看護技術

学会第６回学術集会講演抄録集，５０，２００７．

〔報告書〕
２６．北池正，大室律子，黒田久美子，根本敬子，榮木実枝，門川由紀江，菅原聡美，印部厚子，木村チヅ

子，吉川淳子：国公私立大学病院看護管理者講習会（文部科学省委嘱事業）評価と看護師長研修プロ

グラム開発．平成１８年度財団法人木村看護教育振興財団助成による研究成果報告書，１―１０５，２００７．

２７．舟島なをみ，杉森みど里，野本百合子，大室律子，野口美和子，佐藤�子，太田節子，亀岡智美，松
田安弘，三浦弘恵，中山登志子，横山京子，永野光子：看護継続教育支援システムの開発．平成１５年

度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）），１―６５，２００７．

２８．赤沼智子：高齢者訪問看護における日常生活に関わる運動機能の維持・向上のためのケアの質評価指

標開発．（研究代表者 石垣和子）老人訪問看護の質評価指標の開発：ベストプラクティスに基づく

評価項目策定及び標準化．平成１６年度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報

告書，１４６―１４８，２３４―２３７，２００７．

２９．本田彰子，清水洋子，佐野けさ美，赤沼智子，杉田美和子，上野まり，安井千明，炭谷靖子，尾田優

美子，酒井昌子，大場康子，正野逸子：訪問看護ステーションを活用したコミュニティー形成のため

の地域住民の介護力向上・支援の取り組み事業．平成１８年度独立行政法人福祉医療機構助成金事業報

告書，１０―２４，２００７．

〔単行書〕
３０．赤沼智子：�―２―２―４）在宅ケアシステム．木下由美子（編），Essentials在宅看護学．第１版，医

歯薬出版株式会社，９０―１０４，２００７．
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３１．黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：国公私

立大学病院の副看護部長に対する院外教育プログラム開発．第３７回日看会論文（看護管理），１５―

１７，２００７．

３２．村瀬妙子，大室律子：Ａ大学病院において共通床を有する病棟看護師の看護過程展開の現状と課題．

第３７回日看会論文（看護管理），２３―２５，２００７．

３３．禿小恵子，大室律子：大都市のＡ大学病院に勤務する２０歳代看護師の就職・離職に関する実態調査．

第３７回日看会論文（看護管理），４２１―４２３，２００７．

３４．大釜敏正，野田勝二，桜庭俊，北条雅章，小宮山政敏，上田義弘，赤沼智子，寺内文雄，池上文雄：

園芸療法用木製レイズドベッドのエルゴデザイン：高齢者の作業しやすい高さと奥行き．木材学会

誌，５３（３），１４９―１５６，２００７．

３５．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標と標準化（第１報）質指標作成のプロセス．看護研究，４０（４），１１―１８，２００７．

３６．辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，石垣和子，山本則子：排便ケアに関する質

指標と標準化（第２報）全国の訪問看護師を対象とした実態調査による実践への適用可能性の検討．

看護研究，４０（４），１９―２８，２００７．

３７．根本敬子，辻村真由子，鈴木育子，赤沼智子，本田彰子，山本則子，石垣和子：慢性疼痛ケアに関す

る質指標の構築と標準化．看護研究，４０（４），５９―７１，２００７．

３８．佐藤�子，大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，新野由子，太田節子，門川由紀江，濱野孝子：大卒新
人看護職者の看護実践能力を育成する教育プログラムの評価．看護管理，１７（１１），９０―９５，２００７．

３９．大室律子：病院のしくみと成り立ち．クリニカルスタディ，２８（４），１０―１１，２００７．

４０．大室律子：大学病院に特化した副看護部長研修のプログラム開発に向けて．看護管理，１７（１０），８７８―

８８０，２００７．

４１．北池正，大室律子，黒田久美子，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：副看護

部長研修には何が求められているか―大学病院の副看護部長研修に関するアンケート調査結果―．看護

管理，１７（１０），８８１―８８４，２００７．

４２．黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：大学病

院の副看護部長研修に関するインタビュー調査報告．看護管理，１７（１１），９９０―９９３，２００７．

４３．大室律子，黒田久美子，北池正，平山妙子，濱野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子：実践的

研修のためのプログラム開発．看護管理，１７（１２），１０８０―１０８３，２００７．

４４．大室律子：「看護実践における大卒看護師の貢献と課題」．日本看護系大学協議会 広報・出版委員会

主催シンポジウム，１―３，２００７．

４５．杉内喜世子，赤沼智子：死状態となった患者の家族看護に対する看護師の意識．第３８回日看会論文集

（看護総合），２３―２５，２００７．

〔研究状況〕
政策・教育開発研究部は１９年度から看護管理研究部と継続看護研究部を発展的に統合し発足した．平成

１８年度に看護管理研究部寄付金を受け「国公私立大学病院看護管理者講習会（文部科学省委嘱事業）評価

と看護師長研修プログラム開発」の研究報告書をまとめた（２６）．また，前年度の看護管理研究部寄付金

の「国公私立大学病院副看護部長の看護管理者研修に関わる実践的プログラム開発」の研究成果をまとめ

た（３１）．さらにその成果発表をした（４０―４３）．

「プロジェクト研究」では，在宅認知症高齢者の医療・介護の支援体制の実施（２），助産師教育を担当

している教員の助産師教育に対する考え方（４），新人看護職員の静脈注射の習得に関する研究（６）の

学会発表を行った．

「テーマ別研究研修」は，共通床を有する病棟看護師の看護過程展開の現状と課題（３２），２０歳代看護師

の就職に関する成果をまとめた（３３）．さらに新卒看護師の看護ケア上の多重課題に関する実態調査を発

表した（５）．

COE研究では，Ｃの地域健康支援において保健医療福祉政策の転換期における市町村保健師の施策化
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に関する実践知を発表した（１，７，８）．またわが国の助産師教育の特徴と課題について発表した（３）．

赤沼は，今年度主に４つの領域における研究活動を行った．�訪問看護に関することは実践の質を向上

させ，訪問看護ステーションの管理を適切にすることをめざした内容であった（１０―１３，２８，２９，３５―３７）．

�看護管理・人材育成・職場内学習支援に関することは，病院からの依頼の研究指導という継続教育の実

践を含めて，臨床で働く看護師，特に中堅看護師の向上心を明確にする成果があった（１５，１７―２０）．�園

芸療法に関することは，緒に就いたばかりの活動ではあるが，園芸活動がケアに有効であることが少しず

つ明確になってきている（２４，３４）．�乳がん看護認定看護師教育に関することは，着実に成果を上げる

ことができた（９，１４，１６，２１―２３）．

認定看護師教育課程（乳がん看護）

〔学会発表抄録〕
１．阿部恭子，林弥生，本田彰子，馬場由美子，赤沼智子，黒田久美子：乳がん看護認定看護師に関する

看護管理者の認識，第１５回日本乳癌学会学術総会抄録集，２３９，２００７．

２．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師の活動の成果および今後の活動推進のため

の組織的支援の検討，第３８回日看会抄録（看護管理），２１，２００７．

３．金澤麻衣子，阿部恭子：乳房術後患者への乳房の補整に関する援助の現状，第４回日本乳がん看護研

究会抄録集，２２，２００７．

４．Abe K., Honda A., Kuroda K., Sato M., Akanuma T., Sato R.,: Development and promotion of an

educational program for training nurses expert in breast cancer nursing, Second International Con-

ference Japanese Society of Cancer Nursing,５６,２００７.

５．Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y., Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. First report: Effects immediately after care implementation, Global

Breast Cancer Conference,２３０,２００７.

６．Kuroda K., Abe K., Akanuma T., Baba Y., Sato M.: Care using breast prostheses for post―mastec-

tomy breast cancer patients. Second report: Effects three months after care implementation, Global

Breast Cancer Conference,２３１―２３２,２００７.

７．Nemoto K., Abe K., Kuroda K., Akanuma T., Baba Y., Sato M.: Care using breast prostheses for eld-

erly breast cancer patients who have undergone mastectomy, Global Breast Cancer Conference,

２３３―２３４,２００７.

〔単行書〕
８．阿部恭子：第�部６セクシュアリティ．Joanne K. Itano, Karen N. Taoka（小島操子，佐藤�子監訳，
日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュラムグループ委員訳），がん看護コアカリキュラ

ム．医学書院，７６―８１，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
９．正木治恵，眞嶋朋子，吉本照子，阿部恭子，北池正，田中裕二，野本百合子，大月恵理子：平成１８年

度千葉大学公開講座「看護におけるキャリア開発の方向と成果」，千大看紀要，２９，５５―５９，２００７．

１０．阿部恭子：認定看護分野のトゥデイズ・ケア，乳がん看護のトピック，乳房温存術後の補整：ナーシ

ング・トゥデイ，２２（３），８，２００７．

１１．阿部恭子：認定看護分野のトゥデイズ・ケア，乳がん看護のトピック，乳がん患者のセルフケアを促

す退院指導のポイント：ナーシング・トゥデイ，２２（１３），５―７，２００７．

１２．阿部恭子：乳腺疾患の基礎知識と外来看護師の役割，第１回乳腺疾患看護の基礎知識，外来看護最前

線，１３（１），１３１―１３５，２００７．

１３．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子，北池正：乳がんに特化した専門性の高い看護教育プログラムの展

開と乳がん看護認定看護師の実践の発展に関する調査・研究，千葉大学オープン・リサーチ，３２，
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２００７．

１４．阿部恭子：乳がん看護認定看護師―検査・診断過程における看護師の役割，臨床検査，５１（１），９１―９３，

２００７．

１５．阿部恭子：英国の乳癌検診システムとナースの役割，日本乳癌検診学会誌，１６（３），３６１，２００７．

１６．田中香，阿部恭子：乳がん看護の理想のかたち―英国にブレストケアナースを訪ねて―，看護学雑誌，

７１（４），３５０―３５３，２００７．

〔研究状況〕
乳がん看護認定看護師教育課程では，乳がん看護および乳がん看護認定看護師教育に関する教育実践お

よび研究を行っている．乳がん看護の実践的な教育に関するもの（１０―１２）と，乳がん看護認定看護師の

役割に関するもの（１，９，１４―１６），乳がん看護認定看護師教育プログラムに関するもの（４，１３）があ

る．また，乳がん看護認定看護師の活動の拡大と定着に向けた調査研究（２）や，乳がん患者への実践的

なケアに関する調査研究（３，５―７）について報告した．

病院看護システム管理学

〔原 著〕
１．緋田雅美，手島恵，中井章人：急性期病院入院患者における転倒リスクの再評価．病院管理，４４（４），

３３７―３４３，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．濱口恵子，鈴木久美，石垣靖子，手島恵，小島操子：わが国の外来科学療法に関するケアシステムの

現状．日本がん看護学会誌，２１（Suppl），１７６，２００７．

３．Suzuki K., Ishigaki Y., Hamaguchi K., Teshima M., Kojima M.: A survey of current ambulatory can-

cer chemotherapy in Japan,２nd International Conference Japanese Society of Cancer Nursing,６０,

２００７.

４．緋田雅美，手島恵，永野みどり：転倒予防システムの再構築．第１１回日本看護管理学会年次大会抄録

集，８４，２００７．

５．佐野美香，手島恵，永野みどり：小児専門病院における新人看護師の継続体制の評価とその活用，第

１１回日本看護管理学会年次大会抄録集，１４７，２００７．

６．伊藤直美，宇野光子，石黒めぐみ，加藤俊介，田中真琴，徳永惠子，永野みどり，上原健一，名川弘

一，数間恵子：消化器系ストーマ造設患者の健康関連QOLの推移（経過報告）．日本ストーマ・排泄

リハビリテーション学会誌，２３（１），７３，２００７．

７．永野みどり，緒方泰子，赤沼智子，橋本廸生：看護実践環境の測定（第２報） PES―NWI日本語版と

就業継続意思との関連．病院管理，４４（Suppl），２２３，２００７．

８．緒方泰子，永野みどり，赤沼智子，橋本廸生，野中時代，大上道子：看護実践環境の測定（第１報）

Practice Environment Scale of the Nursing Work Index日本語版の検討．病院管理，４４（Suppl），４４，

２２２，２００７．

９．江幡智栄，永野みどり，黒田豊子，平木久美子，緒方泰子，遠藤貴子，徳永恵子，葛西好美，石田陽

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡予防器具としての円座の使用状況．日本

褥瘡学会誌，９（３），３８３，２００７．

１０．黒田豊子，永野みどり，徳永惠子，江幡智栄，平木久美子，遠藤貴子，緒方泰子，葛西好美，石田陽

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡対策体制．日本褥瘡学会誌，９（３），４５２，

２００７．

１１．永野みどり，徳永恵子，黒田豊子，平木久美子，遠藤貴子，江幡智栄，葛西好美，石田陽子，緒方泰

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡の保有者．日本褥瘡学会誌，９（３），４５３，

２００７．
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〔報告書〕
１２．手島恵，石井トク，小山眞理子，野末聖香，櫻井智穂子：看護研究における倫理審査体制の支援シス

テム開発（研究代表者 手島恵）．平成１７年度～１８年度科学研究補助金基盤（Ｃ）研究成果報告書，２００７．

１３．永野みどり：高齢者施設における褥瘡ケアガイドラインの作成．厚労科学研究費補助金，（長寿科学

総合研究事業）平成１８年度総合研究報告書，２００７．

〔単行書〕
１４．手島恵：人生の意味を支えるケア．柳田邦男，静慈円（編）生と死の２１世紀宣言．青海社，２５７―２７３，

２００７．

１５．鶴田惠子，佐藤昭枝，鈴木恵子，手島恵 他４名：２００６年改訂看護業務基準．日本看護協会出版会，

１―２８，２００７．

１６．永野みどり，徳永恵子，大浦武彦，木之瀬隆，杉山みちこ，小川裕美，田中涼子，緒方泰子，手島恵，

櫻井智穂子：高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン，褥瘡リスクのアセスメントとケア計画の立

案．高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイド

ライン．中央法規，２５―３８，２００７．

１７．永野みどり，江幡智栄，黒田豊子：褥瘡リスクのアセスメントとケア計画の立案．高齢者施設におけ

る褥瘡ケアガイドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，５８―

６９，２００７．

１８．永野みどり，葛西好美：その人らしさを尊重した生活調整・支援．高齢者施設における褥瘡ケアガイ

ドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，１５４―１６７，２００７．

１９．永野みどり：褥瘡対策におけるリーダーシップ，褥瘡対策に関するスタッフの人材開発，褥瘡対策に

関する情報管理，高齢者施設における褥瘡ケアガイドラインの作成に関する研究．高齢者施設におけ

る褥瘡ケアガイドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，

１６８―１６９，１７６―１７９，１８０―１８１，１８８―２０３，２００７．

２０．永野みどり，山田尚子：褥瘡予防対策に必要な環境の整備．高齢者施設における褥瘡ケアガイドライ

ン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，１７０―１７５，２００７．

２１．緒方泰子，永野みどり：高齢者介護施設における褥瘡対策体制の自己評価，高齢者施設における褥瘡

ケアガイドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，１８２―１８５，

２００７．

〔研究状況〕
平成１９年４月から病院看護システム管理学では，教授 手島恵，准教授 永野みどりの２名により教

育・研究が行われている．

平成１８年度に選定された大学教育改革補助金特色GP「課題プロジェクトによる看護管理能力の開発の

取り組み」の一環で，３月に第１回ワークショップ「経営に貢献する看護」を開催し学内外から５４名の参

加者を得た．８月に大学院生７名を引率してProvidence Hospital（ワシントンDC）でインターンシップ

を実施した．また，e―Leaningのシステムを活用して情報共有や課題管理，遠隔地でプロジェクトに取組

む院生の学習支援が実施できるようになった．

手島は，平成１７年度から開始した科学研究費補助金基盤（Ｃ）看護研究における倫理審査体制の支援シ

ステム開発を報告書としてまとめた（１２）．平成１７年度から日本看護協会看護業務委員会委員をつとめ改

訂作業にたずさわった２００６年改訂日本看護協会業務基準が公表され出版された（１５）．平成１７年度から委

員をつとめた日本がん看護学会学術的根拠に基づいた看護の診療報酬体系の在り方検討会議の成果を報告

した（２―３）．

永野は，平成１８年度の厚生労働科学研究費補助金，長寿科学総合研究事業，「高齢者施設における褥瘡

ケアガイドラインの作成」の研究を報告書（１３）としてまとめ，学会で発表し（９―１１）体系的に著書と

してまとめた（１６―２１）．
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地域看護システム管理学

〔原 著〕
１．田�悦子，川越博美，宮本有紀，緒方泰子，門田直美：認知症ケア専門特化型訪問看護ステーション

におけるサービスの質の評価基準の開発．老年看護学，１１（２），６４―７３，２００７．

〔学会発表抄録〕
２．�澤尚代，吉本照子：精神保健分野における住民からの苦情・相談や情報提供に対する判断と支援．

第６６回日公衛学会総会抄録集，５４９―５５０，２００７．

３．Yanagisawa H. & Yoshimoto T.: Characteristics of support to local residents’claims grasped by

mental―health officers. The１st Korea & Japan Joint Conference on Community Health Nursing,

１８５―１８６,２００７.

４．清水みどり，吉本照子，杉田由加里：都市部の介護老人保健施設における看護職・相談職の在宅支援

に関するケアと連携．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１３４，２００７．

５．諏訪さゆり，湯浅美千代，酒井郁子，吉本照子：肺炎に罹患した認知症高齢者の生活機能の変化と介

護との関連．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，６９，２００７．

６．諏訪さゆり，湯浅美千代，酒井郁子，吉本照子：大腿骨頸部骨折を受傷した認知症高齢者の生活機能

の変化と介護との関連．日本認知症ケア学会誌，６（２），２６９，２００７．

７．緒方泰子，永野みどり，赤沼智子，橋本廸生，野中時代，大上道子：看護実践環境の測定（第１報）：

Practice Environment Scale of the Nursing Work Index日本語版の検討．病院管理，４４（suppl.），

２２２，２００７．

８．永野みどり，緒方泰子，赤沼智子，橋本廸生：看護実践環境の測定（第２報）：PES―NWI日本語版と

就業継続意思との関連．病院管理，４４（suppl.），２２３，２００７．

９．Ogata Y., Fukuda T., Yoshida C., Hashimoto M., Otosaka K., & Nitta A.: A Study on the Workplace

Preference by Visiting Nurses―An Applicaion of Conjoint Analysis―. The６th World Congress of in-

ternational Health Economics Association（iHEA）,１５,２００７.

１０．江幡智栄，永野みどり，黒田豊子，平木久美子，緒方泰子，遠藤貴子，徳永恵子，葛西好美，石田陽

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡予防器具としての円座の使用状況．日本

褥瘡学会誌，９（３），３８３，２００７．

１１．黒田豊子，永野みどり，徳永惠子，江幡智栄，平木久美子，遠藤貴子，緒方泰子，葛西好美，石田陽

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡対策体制．日本褥瘡学会誌，９（３），４５２，

２００７．

１２．永野みどり，徳永恵子，黒田豊子，平木久美子，遠藤貴子，江幡智栄，葛西好美，石田陽子，緒方泰

子，手島恵，櫻井智穂子：特別養護老人ホームにおける褥瘡の保有者．日本褥瘡学会誌，９（３），４５３，

２００７．

１３．門田直美，田�悦子，宮本有紀，緒方泰子，馬場先淳子：BPSDから見た認知症専門ケア訪問看護の

利用者特性～認知症ケア専門特化型訪問看護ステーション調査より～．第１１回日本在宅ケア学会学術

集会講演集，１２９，２００７．

〔報告書〕
１４．吉本照子，酒井郁子，湯浅美千代，諏訪さゆり：医療依存度の高い認知症高齢者のケアにおける介護

保険事業所と医療機関との連携に関する研究―介護施設を利用する認知症高齢者の医療ニーズの実態―．

（研究責任者 諏訪さゆり）平成１８年度老人保健事業増進等事業 認知症高齢者の自立と尊厳を保持

した生活支援のための方策に関する研究報告書，社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京セ

ンター，６１―１３２，２００７．

１５．田高悦子，緒方泰子，門田直美，宮本有紀，宮崎和加子：訪問看護ステーションに係わる介護保険

サービスにおける看護提供体制のあり方に関する研究―訪問看護ステーションの業務基準に関する検

討―；認知症ケア（主任研究者：川村佐和子），平成１８年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金事
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業報告書，社団法人全国訪問看護事業協会，８３―９３，２００７．

〔単行書〕
１６．吉本照子：序文，第１章協働的パートナーシップの基盤，第２章協働的パートナーシップの基本要素，

第３章協働的パートナーシップ螺旋モデル，用語解説．Gottlieb LN., Feeley N., Dalton C．（吉本照

子，酒井郁子，杉田由加里訳）：協働的パートナーシップによるケア 援助関係におけるバランス．

エルゼビアジャパン，７―１１，２０―８０，１９８―２０３，２００７．

１７．緒方泰子：第２章 高齢者介護施設における褥瘡予防ケア提供の仕組み作り ５．高齢者介護施設に

おける褥瘡対策体制の自己評価．高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン作成委員会（編），高齢

者介護施設の褥瘡ケアガイドライン．中央法規，１８２―１８５，２００７．

１８．永野みどり，徳永恵子，大浦武彦，木之瀬隆，杉山みちこ，小川裕美，田中涼子，緒方泰子，手島恵，

櫻井智穂子：高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン，褥瘡リスクのアセスメントとケア計画の立

案．高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン作成委員会（編），高齢者介護施設の褥瘡ケアガイド

ライン．中央法規，２５―３８，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１９．吉永亜子，吉本照子：足浴が頭痛を緩和する看護技術から睡眠をうながす技術へと進展した背景要因．

日本看護技術学会誌，６（１），７０―７７，２００７．

２０．茂野香おる，井上映子，八島妙子，渡邊智子，杉田由加里，酒井郁子，吉本照子：介護老人保健施設

入居者の生活リズム調整に関する看護師のアセスメント視点．千葉県立衛生短期大学紀要，２５（２），

６１―６８，２００７．

２１．井上映子，茂野香おる，八島妙子，渡邊智子，杉田由加里，酒井郁子，吉本照子：介護老人保健施設

ケアスタッフの生活リズム調整ケアの基盤となっている価値観．千葉県立衛生短期大学紀要，２６（１），

９７―１０４，２００７．

２２．正木治恵，眞嶋朋子，吉本照子，阿部恭子，北池正，田中裕二，野本百合子，大月恵理子：平成１８年

度千葉大学公開講座「看護におけるキャリア開発の方向と成果」．千大看紀要，２９，５５―５９，２００７．

２３．吉本照子，岡田忍，山田重行，緒方泰子，根本敬子，河部房子，石垣和子，竹内比呂也，土屋俊，武

内八重子，今田敬子，奥出麻里：日本における看護文献提供環境の改善に関する検討会．千大看紀要，

２９，７３―７４，２００７．

２４．吉本照子，酒井郁子，杉田由加里，井上映子，八島妙子，渡邊智子，茂野香おる：老健の在宅生活支

援における医療・福祉職者のジレンマ．第１８回全国介護老人保健施設愛知大会，２０１，２００７．

２５．遠藤淑美，吉本照子，杉田由加里，坂田三允，酒井郁子：悪性腫瘍を合併した統合失調症患者の看護

援助に関する研究．精神科看護，３４（２），４２―４８，２００７．

２６．茂野香おる，八島妙子，酒井郁子，吉本照子：介護老人保健施設の医療的管理における看護職と介護

職の役割分担と機能の実態，千葉県立衛生短期大学紀要，２６（１），１２１―１２８，２００７．

２７．緒方泰子，福田敬，橋本廸生，吉田千鶴，新田淳子，乙坂佳代：看護師の就業場所の選好に関する研

究―訪問看護ステーション看護師を対象としたコンジョイント分析の応用―．医療経済研究機構レ

ター，１５０，４０―４３，２００７．

〔研究状況〕
平成１９年度から新体制「地域看護システム管理学」として研究教育活動を開始した．多様なケアの場の

看護管理者が自施設の価値観とは異なった価値観，他施設・機関の役割と貢献を理解して，地域の状況に

即したケアのシステム化を推進できるように，地域ケアのシステム化の考え方，方法及び評価について，

高齢者の在宅生活支援システムの開発方法と評価，ケアの質評価，看護実践環境とアウトカムの関連等の

研究を進めている．また，訪問看護学教育研究分野と協力して，平成１９年度文部科学省委託事業「訪問看

護師として再就職したい看護職者を支援する学び直しプログラム開発」に取り組んだ．

吉本は，精神障害をもつ人々（２，３）や高齢者（４，２０，２４）の地域生活支援について報告し，ケア

のシステム化のキー概念として「パートナーシップ」の翻訳（１６）を行った．
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緒方は，マグネット病院の特性を反映したPES―NWI日本語版の信頼性と妥当性の検討（７，８），看護

師の就業先選好（９，２７），認知症ケア専門特化型訪問看護ステーションにおけるサービスの質評価基準

の開発（１，１３，１５），高齢者施設における褥瘡対策（１０―１２）や褥瘡ケアガイドラインの作成（１７，１８）

に関する調査研究を行った．

ケア施設看護システム管理学

〔原 著〕
１．遠藤淑美，吉本照子，杉田由加里，坂田三允，酒井郁子：悪性腫瘍を合併した統合失調症者の看護援

助に関する研究．精神科看護，３４（２），４２―４８，２００７．

２．佐藤弘美，天津栄子，金川克子，田�悦子，酒井郁子，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳，本尾サ

チ：回想法で用いるプロンプトが認知症高齢者に及ぼす影響．石川看護雑誌，４，３９―４６，２００７．

〔学会発表〕
３．湯浅美千代，酒井郁子：病棟看護師を対象とした教育プログラム作成の課題．日本看護学教育学会第

１７回学術集会講演集，２５８，２００７．

４．諏訪さゆり，湯浅美千代，酒井郁子，吉本照子：大腿骨頸部骨折を受傷した認知症高齢者の生活機能

の変化と介護の関連．日本認知症ケア学会誌，６（２），２６９，２００７．

５．山本雅子，酒井郁子，湯浅美千代，末永由理，遠藤淑美，島田広美，染谷さち代：回復期リハビリ

テーション病棟に入院中の脳卒中患者のQOLの推移 第１報．第３８回日看会抄録（老年看護），１７９，

２００７．

６．Sakai I., Yuasa M., Suenaga Y., Endo Y. & Shimada H.: The study of clinical application and effec-

tiveness of the nursing theory which promotes stroke survivors’self development. West China In-

ternational Nursing Conference,９７―９８,２００７.

７．諏訪さゆり，湯浅美千代，酒井郁子，吉本照子：肺炎に罹患した認知症高齢者の生活機能の変化と介

護の関連．日本老年看護学会誌，６（２），２６９，２００７．

８．酒井郁子，湯浅美千代，末永由理，遠藤淑美，島田広美，山本雅子，染谷さち代：高齢脳卒中患者の

自我発達を促進する看護理論に基づいた学習プログラムの開発と評価―回復期リハビリテーション病

棟看護師への介入と効果―．日本老年看護学会第１２回学術集会抄録集，１０６，２００７．

９．田�悦子，金川克子，佐藤弘美，天津栄子，酒井郁子，伊藤麻美子，松平裕佳，前田充代：認知機能

に着目した新たな介護予防ハイリスクアプローチプログラムのモデル開発．日本老年看護学会第１２回

学術集会抄録集，１１４，２００７．

１０．田�悦子，金川克子，酒井郁子，佐藤弘美，天津栄子，松平裕佳，田中奈津子，国井由生子，前田充

代：介護予防ハイリスクアプローチとしてのマインドマップ法を用いた健康教育，第１４回日本未病シ

ステム学会学術総会抄録集，９６，２００７．

１１．金川克子，田�悦子，佐藤弘美，天津栄子，酒井郁子，松平裕佳，田中奈津子，国井由生子，前田充

代：認知機能に着目した介護予防ハイリスクアプローチ開発―第１報：軽度認知機能障害者への有効

性．第２７回日看科学学術集会講演集，４０１，２００７．

１２．田�悦子，金川克子，佐藤弘美，天津栄子，酒井郁子，松平裕佳，田中奈津子，国井由生子，前田充

代：認知機能に着目した介護予防ハイリスクアプローチ開発―第２報：軽度認知機能障害者の前頭葉

機能への有効性．第２７回日看科学学術集会講演集，４０２，２００７．

１３．酒井郁子，田�悦子，金川克子，佐藤弘美，天津栄子，松平裕佳，田中奈津子，国井由生子，前田充

代：認知機能に着目した介護予防ハイリスクアプローチ開発―第３報：日記法によるセルフリフレク

ションの有効性．第２７回日看科学学術集会講演集，４０２，２００７．

１４．吉田千文，酒井郁子，手島恵，荻野雅：インフォメーション・エクスチェンジ「看護倫理を推進する

ための看護管理者の取り組み」．第１１回日本看護管理学会年次大会集録，１３８，２００７．

１５．Yoshida C., Mori E., Teshima M., Sakai I., Yamamoto T., Ogino M. & Takahashi K.: Ethical issues in
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nursing management: critical care in Japan. International Council of Nursing Conference ２００７，

ICN, C７４５―B,２００７.

１６．Ogino M., Mori E., Teshima M., Yamamoto T., Sakai I., Takahashi K. & Yoshida C: Development

and evaluation of a nursing ethics educational program for graduate schools.１０th East Asian Forum

of Nursing Scholars Annual Conference,６８,２００７.

〔報告書〕
１７．酒井郁子，赤沼智子，伊藤恵理子，井ノ口佳子，上野まり，曾篠久子，田中康之，山本則子：５）リ

ハビリテーションケア リハビリテーション専門特化型訪問看護ステーション業務基準．訪問看護ス

テーションに係わる介護保険サービスにおける看護提供体制のあり方に関する研究（委員長 川村佐

和子），訪問看護ステーションの業務基準に関する検討平成１８年度報告書，１２０―１４８，２００７．

１８．諏訪さゆり，酒井郁子，吉本照子，湯浅美千代：医療依存度の高い認知症高齢者のケアにおける介護

保険事業所と医療機関との連携に関する研究―介護施設を利用する認知症高齢者の医療ニーズの実態―．

平成１８年度老人保健健康増進等事業 認知症高齢者の自立と尊厳を保持した生活支援のための方策に

関する研究報告書，６１―１３２，２００７．

１９．酒井郁子，吉本照子，杉田由加里，吉永勝訓，湯浅美千代，綿貫成明，末永由理，遠藤淑美：回復期

リハビリテーション病棟における高齢脳卒中患者のQOLを高める看護援助．平成１７～１８年度科学研

究費補助金（基盤研究（Ｃ））研究成果報告書，２００７．

２０．森恵美，酒井郁子，手島恵，荻野雅，吉田千文編：千葉大学２１世紀COEプログラム ワークショッ

プ「アジア文化と看護倫理教育」報告書，２００７．

〔単行書〕
２１．酒井郁子：第９章 身体運動機能の低下を予防する．渡辺裕子監修，家族看護学を基盤とした在宅看

護論�実践編．第２版，日本看護協会出版会，２００―２２９，２００７．

２２．酒井郁子：第３章 人間関係の看護論（精神力学的看護）ヒルデガードＥ． ペフロウ．竹尾惠子監

修，超入門事例でまなぶ看護理論．第２版，学研，６６―８２，２００７．

２３．酒井郁子：第６章 目標達成理論アイモジン・キング．竹尾惠子監修，超入門事例でまなぶ看護理論．

第２版，学研，１７２―２１４，２００７．

２４．酒井郁子：第１章 精神科看護実践における対人関係論 インタープロフェッショナルワーク（専門

職間の連携・協働）．「実践精神科看護テキスト」編集委員会（編），実践精神科看護テキスト第２巻

対人関係グループアプローチ．精神看護出版，６３―７３，２００７．

２５．酒井郁子：�―Ａ 介護保険施設におけるリスクマネジメント総論．湯浅美千代（編），認知症高齢者

のリスクマネジメント．すぴか書房，１６―４３，２００７．

２６．酒井郁子：�―Ｄ スタッフとの茶のみミーティング―主体性の尊重とエンパワメント．湯浅美千代

（編），認知症高齢者のリスクマネジメント．すぴか書房，１１５―１２７，２００７．

〔総説・短報・資料・その他〕
２７．森恵美，手島恵，酒井郁子，吉田千文，萩野雅，山本利江：千葉大学看護学部における日本文化を反

映した看護倫理教育の先駆的試み２１世紀COEプログラム「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点

―実践知に基づく看護学の確立と展開」サブプロジェクトＧ「日本型倫理的推論の特徴と看護基礎教

育」．千大学看紀要，２９，６１―６６，２００７．

２８．綿貫成明，酒井郁子，寺内英真：【急性期病院におけるせん妄ケアの改善とシステム化】自分から変

わる，今から帰る「せん妄ケア」の考え方．看護管理，１７（７），５６６―５７３，２００７．

２９．瀧口章子，笹本喜美江，薦田しず江，若菜幸子，酒井郁子：【急性期病院におけるせん妄ケアの改善

とシステム化】大学病院におけるせん妄ケア改善のプロセス 研究会での事例検討から現場へ．看護

管理，１７（７），５７４―５８０，２００７．

３０．佐藤克行，北原美紀，酒井郁子：【急性期病院におけるせん妄ケアの改善とシステム化】大学病院に

おけるせん妄ケア改善のプロセス 現場での工夫と患者援助の変化．看護管理，１７（７），５８１―５８７，

千葉大学看護学部紀要 第３０号

１０７



２００７．

３１．岡本真知子，大沼夏紀，箱崎恵理，酒井郁子：日本語版ニーチャム混乱・錯乱スケールを使用する際

の評定者間の一致度に関する実態調査．第３７回日看会論文（成人看護）．１６６―１６７，２００７．

３２．吉田千文，酒井郁子，綿貫成明：保健医療施設におけるせん妄ケアと看護師の体験する困難 せん妄

ケアシステム整備状況との関連．第３７回日看会論文（看護管理），１８７―１８９，２００７．

３３．酒井郁子：SCU,SUでの有効性の確保に必要な看護のエビデンスは何か．EB Nursing，８（１），５５―５８，

２００７．

３４．ローリィ・Ｎ・ゴッドリーヴ，ナンシー・フィーリー，シンディー・ダルトン（吉本照子監訳，酒井

郁子訳）：協働的パートナーシップによるケア 援助関係におけるバランス．エルビゼア・ジャパン，

８１―１４４，２００７．

３５．茂野香おる，井上映子，八島妙子，渡邉智子，杉田由加里，酒井郁子，吉本照子：介護老人保健施設

入居者の生活リズム調整に関する看護師のアセスメント視点．千葉県衛生短期大学紀要，２５（２），６１―

６８，２００７．

３６．Ogino M., Mori E., Teshima M., Yamamoto T., Sakai I., Takahashi K. & Yoshida C.: Development of

nursing ethics educational program in graduate nursing education. Asian Journal of Nursing,１０（１）,

５７―５８,２００７.

〔研究状況〕
平成１９年４月より開設された本領域では，介護保険施設や回復期リハビリテーション病院等のケア施設

における看護実践開発や看護システム管理に向けた教育研究を行っている．

酒井は，COEサブプロジェクトＡ「日本型対人援助関係」，サブプロジェクトＤ「身体機能調整」，サ

ブプロジェクトＧ「日本型倫理的推論の特徴と看護基礎教育」における研究の継続と知見の報告と発表を

行った（１４，２０，２７，３６）．また，平成１７～１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））「回復期リハビリ

テーション病棟における高齢脳卒中患者のQOLを高める看護援助」の報告書を提出した（１９）．本年度よ

り新たに平成１９年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））を得て「高齢脳卒中患自我発達を支える学習教

材の開発」の研究に着手し経過報告を行った（６，８）．

また，酒井は認知症予防プログラムの開発（９，１０，１１，１２，１３）やリハビリテーション専門特化型訪

問看護ステーションの看護基準の開発を行い，報告書を作成した（１７）．さらに，せん妄ケアに関する著

書や雑誌記事等の執筆（２８，２９，３０，３１，３２），科学研究費助成事業の報告事業としてリスクマネジメン

トに関する著書の執筆を行った（２５，２６）．

飯田は，King’s College London Institute of Gerontology修士課程を修了し，修士論文「Community

nurses’roles in supporting caregivers under the Long―Term Care Insurance System in Japan」の報告

に向けて取り組んでいると同時に，ケア施設における高齢者の肺炎発症の実態に関する研究着手に向けた

準備を行っている．

COEフェロー

〔原 著〕
１．張平平，正木治恵：高齢患者の服薬アセスメントツールの開発―中国での活用を前提として―．老年看

護学，１１�，４８―５５，２００７．

２．張平平，正木治恵：老年病人服薬能力評估量表的実用性研究．中華現代看護雑誌，第１５５期，１―４，

２００７．

３．望月由紀：日本の看護研究における共感概念についての検討．千大看紀要，２９，１―８，２００７．

〔学会発表抄録〕
４．井出成美，佐藤紀子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，宮�美砂子：高齢者のみ世帯で生活する高齢

者のエンパワメントの内容．日本地域看護学会第１０回学術集会講演集，１８５，２００７．
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５．井出成美，佐藤紀子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，嶋澤順子，鶴岡章子，木暮みどり，榊原理恵

子，宮�美砂子：健康高齢者の社会的サポートネットワークと介護予防支援．第６６回日公衛会講演集，

５１１，２００７．

６．山田洋子，井出成美，宮�美砂子，大澤真奈美：文化的視点を考慮した生活習慣病予防活動の方法―

文献にみる保健師の実践知の統合―．第６６回日公衛会講演集，３８３，２００７．

７．本間靖子，佐藤紀子，宮�美砂子，細谷紀子，山田洋子，井出成美，嶋澤順子，鶴岡章子：エンパワ

メントと社会的サポートネットワークの概念の関係性の検討―文献検討より―，第６６回日公衛会講演集，

５１２，２００７．

８．杉田由加里，井出成美，佐藤紀子：介護予防に関わる地域特性を反映させた保健師の活動内容．第６６

回日公衛会講演集，５３５，２００７．

９．榊原理恵子，井出成美，佐藤紀子，宮�美砂子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者の健康生活の実態―Ａ市７５歳高齢者の健康生活実態調査より（第

一報）―，日本地域看護学会 第１０回学術集会講演集，１１１，２００７．

１０．山田洋子，井出成美，佐藤紀子，宮�美砂子，細谷紀子，本間靖子，榊原理恵子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者の社会的サポートネットワークの検討―Ａ市７５歳高齢者の健康

生活実態調査より（第二報）―．日本地域看護学会 第１０回学術集会講演集，１１２，２００７．

１１．佐藤紀子，井出成美，宮�美砂子，山田洋子，細谷紀子，本間靖子，榊原理恵子，木暮みどり，鶴岡

章子，嶋澤順子：健康度の高い高齢者のエンパワメントに関連する他者との交流状況の検討―Ａ市７５

歳高齢者の健康生活実態調査より（第三報）―．日本地域看護学会第１０回学術集会講演集，１１３，２００７．

１２．Yamada Y., Ide N., Miyazaki M.: Public health nurses’practical knowledge in preventive activities

against lifestyle―related diseases―A meta―synthesis study―. International Council of Nursing Con-

ference２００７, ICN, p２.１４７,２００７.

１３．Osawa M., Yamada Y., Ide N. & Miyazaki M.: A Method for Lifestyle―Related Diseases Prevention

Activities with regard to Cultural Viewpoints. The１st Korea―Japan Joint Conference on Commu-

nity Health Nursing,１８１,２００７.

１４．井出成美：高齢者のエンパワメントと社会的サポートネットワーク―フィンランドとの共同研究から―．

千葉大学２１世紀COEプログラム第４回国際シンポジウム抄録集，３４―３５，２００７．

１５．井出成美：地域住民の価値観と生活環境を反映した介護予防サービスの提供―保健師による健康文化

創成―．千葉大学２１世紀COEプログラム第４回国際シンポジウム，抄録集，４３，２００７．

１６．Takahashi Y., Masaki H., Shimizu Y. Zhang P., & Kawai N.: Extracting cultural element within the

process of development a health education class for pre―diabetic people: Analysis the awareness of

the body. International Council of Nursing Conference２００７, ICN, CD―ROM, C―１００―C,２００７.

１７．張平平，長瀬明日香，高橋良幸，正木治恵：日本と中国における糖尿病患者の身体の捉え方に関する

文化差の考察―千葉大学２１世紀COE拠点：日本文化型看護学の創出と国際発信―．日本糖尿病教育・

看護学会誌，７２（１１）特別号，２００７．

１８．鳥田美紀代，張平平，臼井理恵，高山紘子，谷本真理子，正木治恵：地域文化に根ざした認知症予防

教室の開発と実施．日本老年看護学会第１２回学術集会，２０５，２００７．

１９．張平平，谷本真理子，正木治恵：高齢患者の服薬能力に対する看護師の自己評価に関する中日比較．

第２７回日看科会学術集会講演集，３７９，２００７．

２０．張平平：文化に根ざした認知症予防教室の開発過程における日中比較．千葉大学２１世紀COEプログ

ラム第４回国際シンポジウム抄録，３２―３３，２００７．

２１．張平平：中国と日本における高齢患者の服薬に関する文化差の考察―高齢患者と看護師の価値観に焦

点をあてて―．千葉大学２１世紀COEプログラム第４回国際シンポジウム抄録，４２，２００７．

２２．陳東，森恵美：初めての子育てに対する親の受けとめ．第９回日本母性看護学会学術集会抄録集，６４，

２００７．

２３．陳東，森恵美：乳幼児を持つ母親の子育て観と子育てに対する認知的評価の関係探索研究．第４８回日

本母性衛生学会学術集会抄録集，２１４，２００７．

２４．陳東：子育て観の日中比較から見た文化的視点．千葉大学２１世紀COEプログラム第４回国際シンポ
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ジウム抄録，３０―３１，２００７．

２５．望月由紀，井出成美，張平平，陳東，吉田千文，吉永亜子：文化看護学の創出に向けて．千葉看第１３

回学術集会集録，３２，２００７．

２６．植田彩，辻村真由子，岡本有子，園田芳美，松浦志野，望月由紀，石垣和子：国内文献にみられる排

泄に関する看護過程のメタ統合―身体性に着目して―．第２６回日看科学学術集会講演集，３７５，２００７．

２７．Ogino M., Mori E., Teshima M., Yamamoto T., Sakai I., Takahashi K. & Yoshida C.: Development

and evaluation of a nursing ethics educational program for graduate schools.１０th East Asian Forum

of Nursing Scholars Annual Conference,６８,２００７.

２８．Yoshida C., Mori E., Teshima M., Sakai I., Yamamoto T., Ogino M. & Takahashi K.: Ethical issues in

nursing management: critical care in Japan. International Council of Nursing Conference２００７, ICN,

C７４５―B,２００７.

２９．石橋みゆき，佐瀬真粧美，吉田千文：看護師が行う退院支援の実態と現任教育の課題．第３８回日看会

抄録（看護教育），１１６，２００７．

３０．吉田千文，酒井郁子，手嶋恵，荻野雅：インフォメーション・エクスチェンジ「看護倫理を推進する

ための看護管理者の取組み」．第１１回日本看護管理学会年次大会抄録集，１３８，２００７．

３１．Yoshida C.: Physician’Ethical Decision Making in Critical Care: A Pilot Study. West China Interna-

tional Nursing Conference２００７,８５―８７,２００７.

３２．佐瀬真粧美，吉田千文，石橋みゆき：看護師の行う退院支援と組織的取組み・学習との関連，第３８回

日看会抄録（地域看護），１４６，２００７．

３３．吉田千文，佐瀬真粧美，石橋みゆき：看護師の行う退院支援と組織的取組みに関する実態―２県での

調査結果から．第３８回日看会抄録（地域看護），１４７，２００７．

３４．吉永亜子，田中裕二：足浴が直腸温変化を介して睡眠を促す作用の検討．日本看護技術学会第６回学

術集会講演抄録集，６９，２００７．

３５．吉永亜子：睡眠援助としての足浴―日本で睡眠援助へ進展した経緯と文化的背景．千葉大学２１世紀

COEプログラム第４回国際シンポジウム抄録，５０―５１，２００７．

〔報告書〕
３６．井出成美：高齢者のみ世帯で暮らす高齢者の他者からのサポートとエンパワメント．平成１８年度千葉

大学２１世紀COEプログラム拠点報告書，１９１―１９６，２００７．

３７．井出成美：日本の高齢者の社会的サポートネットワークとエンパワメント―７５歳健康高齢者への調査

結果から―．「日本型地域健康支援」サブプロジェクトＣ企画 シンポジウム「高齢者のエンパワメン

トと地域のサポートネットワーク―地域文化に根ざした介護予防実践に向けて―」報告書，１６―２１，

２００７．

３８．張平平：中国と日本における高齢患者の服薬能力に関する文化差の考察．平成１８年度千葉大学２１世紀

COEプログラム拠点報告書，２０５―２１０，２００７．

３９．田所良之，高橋良幸，山本則子，張平平：異文化生活体験者からみた日本文化型看護．千葉大学２１世

紀COEプログラム平成１８年度横断研究拠点報告書，１４１―１４２，２００７．

４０．陳東：乳幼児を持つ母親の子育て観と子育てに対する認知的評価の関係探索研究．平成１８年度千葉大

学２１世紀COEプログラム拠点報告書，２１１―２１６，２００７．

４１．望月由紀：共感と道徳性―看護研究における共感研究を通して―．平成１８年千葉大学２１世紀COEプロ

グラム拠点報告書，２２３―２２８，２００７．

４２．森恵美，手島恵，山本利江，酒井郁子，荻野雅，吉田千文（編）：ワークショップ「アジア文化と看

護倫理教育」報告書．２００７．

４３．吉田千文，小池智子：看護師による静脈注射の導入・システム化過程と病院組織文化の関係．平成１８

年千葉大学２１世紀COEプログラム拠点報告書，１２７―１２８，２００７．

４４．吉田千文，森恵美：平成１８年度海外出張報告 中華人民共和国（蘇州）．平成１８年千葉大学２１世紀

COEプログラム拠点報告書，１６７―１７１，２００７．

４５．吉永亜子：足浴が直腸温変化を介して睡眠を促す作用の検討．平成１８年度千葉大学２１世紀COEプロ
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グラム拠点報告書．２２９―２３３，２００７．

〔単行書〕
４６．吉田千文：序，第�部 ９．支持療法と処置，第�部１４．栄養状態の変化，第�部３７ バイオセラ

ピーと分子標的療法における看護，第�部４０．造血幹細胞移植における看護．Joanne K. Itano,

Karen N. Taoka著（小島操子，佐藤�子監訳，日本がん看護学会教育研究活動委員会コアカリキュ
ラムグループ委員訳），がん看護コアカリキュラム． 医学書院，xiii―xiv，１１２―１３０，２２１―２５２，６１３―

６３４，６５５―６７０，２００７．

〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
４７．張平平，正木治恵：中国における認知症高齢者看護の現状と課題―文献検討を通して―．千大看紀要，

２９，６７―７１，２００７．

４８．松浦志野，石垣和子，辻村真由子，植田彩，岡本有子，園田芳美，望月由紀，吉永亜子，高橋久一

郎：看護実践における身体性を考える．千葉看会誌，１３（１），１２８―１３３，２００７．

４９．森恵美，手島恵，酒井郁子，吉田千文，荻野雅，山本利江：千葉大学看護学部における日本文化を反

映した看護倫理教育の先駆的試み．千大看紀要，２９，６１―６６，２００７．

５０．吉田千文：せん妄ケアとこれからの病院経営―２００６年度診療報酬改定をめぐって．看護管理，１７

（７），５８８―５９３，２００７．

５１．吉田千文，酒井郁子，綿貫成明：保健医療施設におけるせん妄ケアと看護職者の体験する困難―せん

妄ケアシステム整備状況との関連．第３７回日看会論文（看護管理），１８７―１８９，２００７．

５２．吉永亜子，吉本照子：足浴が頭痛を緩和する看護技術から睡眠をうながす技術へと進展した背景要因．

日本看護技術学会誌，６（１），７０―７７，２００７．

５３．吉永亜子：睡眠を促すケアとしての足浴の可能性 文献検討から．臨牀看護，３３（１４），２１０７―２１１３，

２００７．

〔研究報告〕
�井出は以下の研究を行った．
１．COE平成１８年度特別奨励研究により実施した 「高齢者のみ世帯で生活する高齢者のエンパワメント」

を報告書にまとめると共に，学会発表した（４，３６）．

２．COEサブプロジェクトＣ「日本文化型地域健康支援」において，平成１７年度より継続して実施して

きた，行政保健師の予防活動における実践知のメタ統合に関する複数の研究成果を，他のプロジェク

トメンバーとともに学会発表した（６，８，１２，１３）．

３．COEサブプロジェクトＣ「日本文化型地域健康支援」において，平成１６年度より継続して実施して

きた，フィンランドとの共同研究「地域の社会的サポートネットワークと高齢者のエンパワメントを

促進する看護援助」について，その成果をまとめ，他のプロジェクトメンバーとともに学会発表する

と共に，第４回COE国際シンポジウム等において発表した（５，７，９，１０，１１，１４，３７）．

４．平成１８年度から継続して実施してきたCOE横断研究「乳幼児期の子どもをもつ家族への育児支援プ

ログラムの開発―地域における包括的家族支援プログラムへの提言―」の研究メンバーとして，本年

はプログラムの効果の評価にとりくんだ．

�張は，以下の研究を行った．
１．サブＡの国際共同研究について：本COEプログラムのサブプロジェクトＡでは，糖尿病予防と認知

症予防に関する国際共同研究を中国の北京大学看護学院と行っている．今までの研究成果を千葉大学

看護学部紀要（４７）にまとめたり，国内・国際の看護学会で発表したりした（１６，１７，１８，２０）．

２．特別研究について：前年度の特別研究奨励費による個人研究の結果を踏まえて（１，２，１９，３８），

今年度は，日本と中国における高齢患者の服薬指導の指針作成に向けての「高齢患者の服薬能力向上

を目指した看護援助方法の探索―高齢患者と看護師の価値観に焦点をあてて―」に取り込んだ（２１）．

３．横断研究について：在日外国人へのインタビューを基に「異文化生活体験者からみた日本文化型対人

援助関係」と「異文化生活体験者からみた日本文化型スキンケア」に焦点をあてた横断研究に関わっ
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た（３９）．

�陳は，以下の研究を行った．
１．平成１７年度特別奨励研究の研究成果の一部として，「初めての子育てに対する親の受けとめ」につい

て発表した（２２）．

２．平成１８年度特別奨励研究の研究成果として，「乳幼児を持つ母親の子育て観と子育てに対する認知的

評価の関係探索」について発表し（２３），報告書にまとめた（４０）．

３．COEサブプロジェクトＢ「日本文化型家族支援」の一環として，「子育て観と夫婦関係に関する日中

共同研究」を共同で行った．乳幼児を持つ親の子育て観の文化的差異や日中比較を通して見えた文化

的視点について発表した（２４，２５）．また，乳幼児を持つ親の子育て観の日中比較の結果等について

国際学会（ICM）で発表する予定である．

４．COEプロジェクトで得られた平成１９年度特別奨励研究により「日本における母親の早期育児支援を

目的としたアセスメント指標の作成」を行っている．その成果の一部として，国際学会（EAFONS）

で発表する予定である．

�望月は，以下の研究を行った．
１．平成１７年度に引き続き，患者―看護師間のコミュニケーションにおける「共感」について，日本の看

護学における共感概念の分析と，共感性尺度を使用した看護師の共感性の測定の結果を分析すること

によって，看護学における共感概念のとらえ方について研究を行った（４１）．その成果は原著として

発表した（３）．

２．COEサブプロジェクトＣ「日本型地域健康支援」訪問看護グループ行動ルール班において，日本の

看護師の特徴的な行動ルールを明らかにするために研究を行っている．平成１７年度に行ったインタ

ビュー調査を元に行動ルール調査票を作成し，現在各国にてデータ収集，およびそのデータの解析中

である．

３．COEサブプロジェクトＤ「身体機能調整」排泄援助グループにおいて，「排泄ケアにおける看護実践

知」の解明を目的に，文献のメタ分析を行った．その成果は学会にて発表した（２６）．

４．COEプログラムの成果として，文化に根ざした看護学としての「文化看護学」を創出するにあたり，

その概念定義，および内容の精査を目的に研究を行った（２５，４８）．

�吉田は，COEプログラムのサブプロジェクトＧ「日本型倫理的推論の特徴と看護基礎教育」及びサブ
プロジェクト「医療組織文化」に所属しそれぞれの共同研究に関わるとともに，COE平成１９年度特別

奨励研究費の補助をうけ個人研究を行った．

１．サブプロジェクトＧでは，基礎教育課程及び大学院における看護倫理教育プログラムの開発と効果に

関する研究に取り組んだ（２７）．今年度から必修科目となった「看護倫理」については，プログラム

の改訂，実施に際して，研究者の立場から看護倫理担当教員と協働した．また，クリティカルケアに

おける看護倫理の問題について昨年度から引き続き研究を継続し（２５），中国のクリティカルケアに

おける状況を検討するとともに（４４），倫理的な看護実践を推進するための看護管理の課題を明らか

にした（２８，３０）．

２．サブプロジェクト「医療組織文化」では，『看護師による静脈注射の導入・システム化過程と病院組

織文化の関係』研究の中間報告をまとめた（４３）．

３．個人研究として，サブプロジェクトでの看護倫理研究及び医療組織文化研究から着想を得て，クリ

ティカルケアにおける医師の倫理的意思決定（３１），せん妄ケア（５０，５１）および，退院支援の問題

について調査を行いその結果を発表した（２９，３２，３３）．

４．日本がん看護学会教育研究活動委員会によるがん看護コアカリキュラムの共同翻訳と翻訳校閲に係

わった（４６）．

�吉永は，以下の研究をおこなった．
１．足浴の睡眠を促す機序を実証するための基礎実験を行った．具体的には，睡眠援助の対象と想定して

いる“６０歳以上”の人に，“湯なし”を含む４種類の湯温条件で足浴を実施し，足浴前に比べて足浴

中や足浴後の安静時に，睡眠が起こるか，深部体温，皮膚温，自律神経がどのように変化するか，ま

た，身体的精神的変化はどのように自覚されているかを調べた．現在解析中である（３４，４５）．

２．「横断的」に日本と英語圏の看護援助を比較して日本に特有の“睡眠援助としての足浴”を見いだし，
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「縦断的」にこの援助が日本で生まれた歴史的経緯や文化的背景を検討し，更に「睡眠を促す効果」

という観点からこの援助の文化的側面を検討することにより，１つの日本的な看護援助に反映されて

いる文化的側面を検討した（２５，３５，５２，５３）．

３．サブＤ「身体機能調整」班の一員として，身体性の内容の精査を目的にディスカッションを行った（４８）．
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